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第三次大阪府社会的養育体制
整備計画
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第11章　都道府県社会的養育推進計画（堺市）の概要　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９６
巻末資料（社会的養護のもとで生活する子どもへのインタビュー（結果の概要））　・・・・・・・・１００
第１章　計画の策定にあたって

１．計画策定の背景

　　　

子ども・子育てをめぐる社会環境が大きく変化する中で、近年、児童虐待等により保護者の適切な養育を受けられない子どもが増加しています。また、社会的養護のもとで育つ子どもの課題も多様化・複雑化しており、そのような状況にあっても子ども一人ひとりのニーズに応じた支援ができるよう、大阪府では平成22年3月に「大阪府社会的養護体制整備計画」を、平成27年３月には「第二次大阪府社会的養護体制整備計画（以下、「第二次計画」という。）」を策定し、取組みを進めてきました。

とりわけ、第二次計画は、平成23年7月に国が取りまとめた「社会的養護の課題と将来像」（以下、「国の将来像」という。）を踏まえ、社会的養護は原則として家庭養護を優先するとともに施設養護もできる限り家庭的な養育環境の形態に変えていくという考えのもと、施設の小規模化・地域分散化や家庭養護の支援を進める具体的方策を定めた「都道府県推進計画」（平成27年度を始期として5年ごとに前期・中期・後期に区分した15年間を計画期間とする。）を包含するものとして、里親等の家庭養護と児童養護施設等での家庭的養護の推進を図ってきました。

　　　

一方、第二次計画策定後の平成28年5月に児童福祉法が抜本的に改正されたことは、極めて大きな社会状況の変化です。そもそも児童福祉法は、戦後新憲法の下、全ての子どもの福祉を対象として制定されたものであり、当時は戦災孤児の保護を主たる目的として、子どもを保護し、施設に収容する福祉が優先されていましたが、平成28年改正児童福祉法においては、子どもが権利の主体であることが明確化され、子ども家庭への養育支援から代替養育までの社会的養育の充実等が求められるとともに、代替養育についても家庭での養育が原則とされました。

このような理念を実現するため、平成29年8月に国から「新しい社会的養育ビジョン」が示され、国と都道府県がそれぞれの役割分担のもとで大きく施策を動かすための改革工程が示されるとともに、「都道府県推進計画」についても令和元年度末までに見直し、家庭養育の実現や永続的解決（パーマネンシー保障）、施設の改革、児童相談所と一時保護所の改革や市町村の子ども家庭支援体制構築への支援策など、社会的養育全般の事項を盛り込むこととされました。

第三次大阪府社会的養育体制整備計画（以下、「本計画」という。）は、このような状況を踏まえ、令和元年度末までを計画期間とする第二次計画の後継計画として、また、「都道府県推進計画」を見直した「都道府県社会的養育推進計画」に位置付けられるものとして、「新しい社会的養育ビジョン」で示された社会的養育全般を網羅して策定するものです。
２．計画の位置づけ
（１）第三次大阪府社会的養育体制整備計画
子ども・子育て支援法（平成24年法律第65号）第62条に規定する都道府県子ども・子育て支援事業支援計画や、次世代育成支援対策推進法（平成15年法律第120号）第9条に規定する都道府県行動計画の中で、都道府県は、保護を要する子どもの養育環境の整備に関する事項を定めることとされています。大阪府においては、これらの計画も含めて「大阪府子ども総合計画」を策定しており、「第三次大阪府社会的養育体制整備計画」は「大阪府子ども総合計画」の中の「保護を要する子どもの養育環境の整備に関する事項」を具体化したものと言えます。
　　　

（２）都道府県社会的養育推進計画
　　　第二次計画までは、都道府県は、国の将来像に示された「本体施設、グループホーム、里親等の割合を概ね３分の１ずつ」にしていく目標を踏まえ、平成27年度から令和11年度までの15年間（以下、「推進期間」という。）でこの目標の達成をめざすことが求められていました。
そのため、令和11年度末における社会的養護を必要とする子どもの見込み数や里親等委託率の引き上げのペースを考慮して、確保すべき事業量を設定した上で、各施設の「家庭的養護推進計画」と調整し、大阪府の「都道府県推進計画」を策定していましたが、平成29年8月に「新しい社会的養育ビジョン」が示され、国の将来像が全面的に見直されたことを受け、都道府県推進計画も「都道府県社会的養育推進計画」として、全面的に見直すこととされました。
見直しに当たっては、踏まえるべき基本的考え方や留意点などをまとめた「都道府県社会的養育推進計画の策定要領」が、平成30年7月に国から示されており、大阪府の「都道府県社会的養育推進計画」は、この内容を最大限に尊重しつつ、大阪府の実情を踏まえた令和11年度までの社会的養育体制整備にかかる長期的ビジョンを示すものとして策定しています。
また、平成30年7月に国から発出された「乳児院・児童養護施設の高機能化及び多機能化・機能転換、小規模かつ地域分散化の進め方」を受け、各施設の「家庭的養護推進計画」も見直すこととなり、今後10数年の児童養護施設及び乳児院の小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換に向けた計画が、各施設において策定されています。本計画は各施設と調整し、これらの計画と整合性を図っています。
３．計画期間
（１）第三次大阪府社会的養育体制整備計画

大阪府子ども総合計画の計画期間が令和6年度末であることを踏まえ、都道府県社会的養育推進計画の令和2年度から令和6年度までの取組み方針を含む5か年の計画とします。なお、これらの取組みは、より長期を見据えて展開する必要があることから、本計画は、大阪府がめざす社会的養育体制の将来の姿と、都道府県社会的養育推進計画の令和11年度までの代替養育を必要とする子ども数の見込みや、里親等及び施設の受入れ体制の整備計画を包含しています。
（２）都道府県社会的養育推進計画
　　　「新しい社会的養育ビジョン」及び「都道府県社会的養育推進計画の策定要領」を踏まえ、令和2年度から令和11年度までの推進期間（10年間）を通じて達成すべき目標及び推進期間を令和2年度から令和6年度、令和7年度から令和11年度ごとの各期に区分して設定した計画とします。また、令和6年度の期末に見直しを行います。

４．計画策定体制
本計画は、学識経験者、児童福祉施設代表、里親代表等による「大阪府子ども施策審議会社会的養育体制整備計画策定部会（以下、「計画策定部会」という。）と、計画策定部会に設置されたワーキンググループ（社会的養護ワーキンググループ・子ども家庭支援体制ワーキンググループ）での議論や、関係施設等からのヒアリングを経て策定しています。
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第三次大阪府社会的養育体制整備計画の位置付け ①（イメージ）
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[image: image13.emf]過去５年間の一時保護開始件数の推移

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

所内 所外 合計 所内 所外 合計 所内 所外 合計 所内 所外 合計 所内 所外 合計

虐待 563 537 1,100 598 627 1,225 632 631 1,263 693 657 1,350 703 844 1,547

その他 114 287 401 139 257 396 193 264 457 131 193 324 154 251 405

2 10 12 0 14 14 0 5 5 0 7 7 0 11 11

159 52 211 235 75 310 232 73 305 291 77 368 201 84 285

65 34 99 82 26 108 68 47 115 75 33 108 76 29 105

6 0 6 0 2 2 0 0 0 0 1 1 3 6 9

909 920 1,829 1,054 1,001 2,055 1,125 1,020 2,145 1,190 968 2,158 1,137 1,225 2,362

（注）「所内」とは中央子ども家庭センター保護課（保護第一課、保護第二課）で一時保護したことを示す。

　　　「所外」とは児童福祉施設等に委託一時保護したことを示す。
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[image: image16.emf]本体 本体 本体 本体

か所 人数 か所 人数 か所 人数 か所 人数 か所 人数 か所 人数 か所 人数 か所 人数

190 21 123 2 8 165 25 144 2 8 127 29 127 9 37 108 27 108 13 53

本体 本体 本体 本体

か所 人数 か所 人数 か所 人数 か所 人数 か所 人数 か所 人数 か所 人数 か所 人数 か所 人数 か所 人数 か所 人数 か所 人数

785 17 122 1 6 11 66 498 36 265 9 56 32 192 290 65 290 17 107 39 234 256 64 256 15 98 39 234

児童数 割合 児童数 割合

919 77.7% 263 22.3%
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要保護児童数の中での割合

※施設措置率

前期（令和２～６年度）（1,182）

後期（令和７～１１年度）（1,180）
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第２章　大阪府の社会的養護の現状と第二次大阪府社会的養護体制整備計画の検証
１．大阪府の社会的養護の現状
（１）相談受付件数の推移
大阪府子ども家庭センターが受ける子どもに関する相談受付件数の推移を相談種別に示すと、不登校や性格行動相談等についての育成相談は減少傾向にあり、非行相談についてはほぼ横ばいの状況にあります。
また、障がい相談についても、平成24年度に障がい児通所給付費等の支給決定及び受給者証の発行を市町村に移管したことで減少して以降、概ね横ばいで推移しています。
一方、養護相談については、「虐待」の相談件数の著しい増加を受けて、急激なペースで増加が続いています。

＜図表１＞

　 ＜図表２＞

（２）一時保護の状況
児童福祉法第33条の規定に基づき、大阪府子ども家庭センターは緊急保護・行動観察など保護の必要があると認めた場合、子どもを一時保護所に一時保護し、または、児童養護施設、乳児院等に一時保護を委託（以下、「委託一時保護」という。）しています。大阪府における一時保護の状況をみると件数が増加傾向にあり、その中でも委託一時保護の割合が増加しています。とりわけ、平成23年度から平成26年度まで委託一時保護が一時保護を上回る状況が続き、平成30年度も同様の状況となりました。

一時保護件数の増加に対応するため、平成25年８月には第２一時保護所を開設し、一時保護所の入所定員は、第１一時保護所50人、第２一時保護所36人、あわせて86人となりましたが、依然として、件数の増加は続いています。
一時保護した主訴を相談種別ごとにみると、養護（虐待）相談による一時保護（委託一時保護を含む）が著しく増加し続けており、平成30年度には、全体の６割以上を占める状況となっています。
＜図表３＞


＜図表４＞
（３）新規入所措置児童の状況
大阪府子ども家庭センターは、必要に応じて、児童福祉法第27条に基づき子どもを児童福祉施設に入所または里親等へ委託させる措置をとることができます。平成30年度に、児童福祉施設への入所や里親等委託へ措置がなされた子どもの人数は537人となっています。この新規入所措置児童を入所した種別ごとにみると、児童福祉施設では、養護相談によるものが約８割を占め、その中で虐待を主訴とするものは約6割を占めています。
また、乳児院、児童養護施設、児童心理治療施設、児童自立支援施設に平成30年度に新規入所または里親等に委託した子どもの背景について聞き取ったところ、虐待を受けた経験のある子どもが多数を占めていました。
＜図表５＞　平成30年度新規入所措置・委託措置児童数の状況

※児童福祉施設…
乳児院、児童養護施設、児童心理治療施設、児童自立支援施設、


障がい児入所施設

　
※里親等…里親、ファミリーホーム

（４）施設種別ごとの入所児童の状況
児童養護施設及び乳児院における入所児童の状況については、平成30年４月１日で1,368人、平成31年３月１日には1,458人となっています。

年間を通して、入所児童数が最も少なくなる４月１日時点と入所児童数が最も多くなる３月１日時点の入所率について比べると、乳児院では約9％、児童養護施設では約5%の差があります。また、乳児院の入所児童については、入所期間が短く、各月初日の在籍児童数の変動によるところが大きいという特徴があるとともに、乳児院や児童養護施設では入所児童以外にも委託一時保護の子どもを受入れています。

＜図表6＞　乳児院及び児童養護施設の入所率
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（５）里親等委託の状況
里親等委託の状況については、平成30年度末の登録里親家庭数は、244家庭となっています。委託児童数は、161人となっており、里親等委託率は11.6％です。登録里親家庭数は、平成24年度末と比較すると、162家庭から約1.5倍となっています。なお、登録里親家庭数が、平成25年度に減少しているのは、平成20年改正児童福祉法により、養育里親に５年ごとの更新制度が創設され、更新しなかった里親がいたことが主な要因と考えられます。

なお、ファミリーホームは、平成20年改正児童福祉法により制度化され、平成30年度末の里親型ファミリーホームは8か所、法人型ファミリーホームは5か所となっています。

　　

　　＜図表7＞




２．第二次大阪府社会的養護体制整備計画の検証
第二次計画（計画期間：平成27年度から令和元年度）では、平成23年7月に国がとりまとめた国の将来像を踏まえ、施設の小規模化・地域分散化や、里親等委託に取り組んできました。
その取組み状況について点検・評価します。
（１）里親・ファミリーホームに関する数値目標
	第二次計画の数値目標（令和元年度末）
	平成30年度末実績

	里親等委託率：16％
	11.6％

	里親等委託児童数：236人
	161人

	養育里親数：206家庭
	157家庭

	専門里親数：16家庭
	5家庭

	ファミリーホーム：13か所
	12か所


大阪府では、里親登録数や里親等委託児童数、里親等委託率の向上を図るため、里親制度の広報啓発や里親等の開拓、里親等支援の充実と合わせて、養育里親の愛称公募や、乳幼児を短期間預かり育てる養育里親の募集など、幅広く計画的に取組みを推進してきました。
その結果、第二次計画策定時（平成26年度末）から着実に数値は上昇しているものの、目標達成は困難な見込みとなっています。
里親等委託率を上昇させるためには、「里親登録数の拡大」「里親の専門性の向上」「子どものニーズに応じた里親家庭とのマッチング」を総合的に推進することが不可欠であり、さらに不調を防止し、里親子の継続的で安定した関係を構築するためには、今後は「里親家庭の支援体制の充実」がより一層重要になります。
大阪府においては、里親開拓から委託後まで一貫して支援する里親養育包括支援機関（「以下、「フォスタリング機関」という。）をすべての子ども家庭センター管内に整備することと、児童養護施設等に配置した里親支援専門相談員の活動を推進することにより、子ども家庭センター、フォスタリング機関、児童養護施設等の役割を明確にした上で、それぞれが連携した重層的な支援体制を目指しているところですが、フォスタリング機関についてはあと2か所の子ども家庭センター管内への整備が必要であること、また、フォスタリング機関と児童養護施設等が行う里親支援の役割分担を早急に整理することが喫緊の課題となっています。また、そのためには、里親支援の知識やスキル、ノウハウを子ども家庭センターからフォスタリング機関及び児童養護施設等に確実に伝え、それぞれの取組みを強化していくことが不可欠です。
　
（２）乳児院・児童養護施設に関する数値目標
	第二次計画の数値目標（令和元年度末）
	平成30年度末実績

	乳児院における施設内小規模グループケア：11か所
	10か所

	児童養護施設における
施設内小規模グループケア：56か所
	59か所

	グループホーム：38か所
	34か所


乳児院及び児童養護施設については、目標の達成に向け、着実に小規模化かつ地域分散化が進んでいます。
一方で、虐待の経験や何らかの障がいを有するなど、専門的なケアニーズの高い子どもが増加してきている中で、小規模化かつ地域分散化を進めることによる施設職員の負担の増大、人材不足や夜間体制を確保することの困難さなど、小規模かつ地域分散化を進める上での様々な課題が表出してきています。
また、「新しい社会的養育ビジョン」を踏まえ、各施設において高機能化や多機能化・機能転換を検討する上で、今後は里親支援においても重要な役割が期待されていることから、引き続き、行政と一体となって、一人ひとりの子どものニーズに応じた適切な養育環境の実現を進める必要があります。

（３） 施設等種別ごとの取組目標と具体的取組み
　　　第二次計画においては、社会的養護を担う施設等種別ごとに目標や具体的取組みを掲げていました。本計画の策定に当たり、これらの具体的取組みについて点検した結果、以下については、取組みを継続または内容を変更して実施することとしています。
	第二次計画の取組目標

（平成27年度から令和元年度）
	計画に掲げた具体的取組

	項目
	目標（令和元年度末）
	

	里親・ファミリーホーム
	里親等委託を推進するための、より一層の里親等支援の充実
	里親制度の広報啓発、里親等の開拓、里親等支援の充実等に関する行動計画の策定

	
	
	子ども家庭センター、里親支援機関、里親会、社会的養護関係施設等の役割の明確化と、重層的な里親支援体制の確立

	
	
	里親制度に関する広報啓発

	
	
	養育里親に関心の高い層の分析と、きめ細やかな開拓活動

	
	
	経験豊富な養育里親経験者に対する専門里親に向けた研修等の実施

	
	
	ファミリーホームの情報交換や相互支援、連携強化等を目的にしたファミリーホーム連絡会の設立支援


	第二次計画の取組目標

（平成27年度から令和元年度）
	計画に掲げた具体的取組

	項目
	目標（令和元年度末）
	

	乳児院
	医療・療育を要する子どもの入所に対応するための専門的養育の実施に向けた支援
	被虐待乳幼児、低出生体重児、障がい児等の医療・療育の必要な子どもや、保護者などへの支援の充実を目的とした、心理的ケアについての事例集の作成及び活用の促進

	
	発達や親子関係についてのアセスメントの継続と、家庭復帰に向けた支援方策の拡充
	虐待等を理由として乳児院に入所している子どもと保護者に対する親子支援プログラムの実施

	
	
	虐待予防や養育困難な保護者への支援を目的とした一時保護や入所期間中のプレイルーム等を活用した育児方法の獲得支援

	
	実家庭への復帰が困難な場合の里親等委託の推進
	入所中の子どもの里親等委託を推進するための子ども家庭センターと乳児院との連携強化

	
	
	乳児院が里親の新規開拓や里親・ファミリーホームからの養育相談支援、レスパイト支援等に取り組めるよう支援

	
	乳児院、医療機関、子ども家庭センター等関係機関の緊密な連携のもと乳幼児の一時保護機能の強化
	一時保護機能を担っている乳児院と、保護者、関係機関との連携強化


	第二次計画の取組目標

（平成27年度から令和元年度）
	計画に掲げた具体的取組

	項目
	目標（令和元年度末）
	

	児童養護施設
	専門的ケアの充実を図るための体制の充実
	心理的ケアについての事例集の作成など専門的ケアの充実

	
	
	心理療法担当職員の全施設配置と医療的ケアが必要な子どものいる施設への看護師の配置

	
	
	家族再統合に向けたアドミッションケアからアフターケアまでの一貫した活動の支援

	
	里親支援専門相談員の役割の明確化
	里親支援専門相談員の役割の明確化

	
	入所中の子どもの里親等委託の推進
	児童養護施設が、里親の新規開拓や里親・ファミリーホームからの養育相談支援、レスパイト支援等に取り組めるよう支援

	
	入所児童の学習習慣の定着
	学習支援員の配置


	第二次計画の取組目標

（平成27年度から令和元年度）
	計画に掲げた具体的取組

	項目
	目標（令和元年度末）
	

	情緒障がい児短期治療施設
	支援が必要な児童数の把握と長期入所児童や義務教育終了後の年長児童へのケア・自立支援のあり方の整理
	支援が必要な児童数の推移を見守りながら、児童養護施設からの転換の促し等、定員確保の取組みの推進

	
	
	長期入所児童や義務教育終了後の年長児童へのケアや自立支援のあり方を整理するとともに、児童自立支援施設や児童養護施設等との連携について検討

	
	総合的な心理治療や支援を行う施設としての地域支援の充実
	地域で心理的ケアを必要としている子どものニーズを把握するとともに、通所機能の役割についての検討

	
	
	学習支援員の配置


	第二次計画の取組目標

（平成27年度から令和元年度）
	計画に掲げた具体的取組


	項目
	目標（令和元年度末）
	

	児童自立支援施設（府立修徳学院）
	小舎夫婦制を基本とした家庭的な養育環境の中で、非行行動に加え様々な背景やニーズのある子どもへの個別効果的な指導を実施
	小舎において多様な配慮や個別支援の必要な子どもが集団生活しており、１寮規模を10人程度とし、120人程度の子どもについて、効果的な指導・支援を実施

	
	
	子どもの施設入所に当たっては、観察・個別指導機能により、新入児童の特性に応じた個別の生活指導を行うとともにアセスメントを実施

	
	
	衝動性や感情のコントロールが難しく、集団指導が困難となった子どもに対しては、クールダウンや個別専門的ケア・指導を実施

	
	
	夫婦制という家庭機能と、小・中学校教育における習熟度別少人数教育とが連動した運営を行い、子どもの抱える個々の複雑な背景に対応

	
	子ども家庭センターと協働した家族再統合支援
	子どもの心理的ケアを含めた個別援助に加え、子ども家庭センターと協働して、性暴力治療教育プログラムや家族再統合支援を実施

	
	アフターケア活動の実施
	在院中のリービングケアを実施するとともに、退院後のアフターケアについて、退院半年後及び３年後のアフターケア活動を実施し、子どもへの支援策を随時見直し

	
	今後のあり方の検討
	子どもライフサポートセンターとともに府民ニーズに応じた役割を果たす施設として今後のあり方を検討


	第二次計画の取組目標

（平成27年度から令和元年度）
	計画に掲げた具体的取組

	項目
	目標（令和元年度末）
	

	児童自立支援施設（府立子どもライフサポートセンター）


	一人ひとりの能力や特性、ニーズに応じた自立支援の実施
	安定した生活リズムを取れるよう支援するとともに、個々の子どもの支援ニーズに応じた個別メニューを組み、生活習慣の獲得を支援

	
	
	社会生活への準備支援として、施設内での生活において、学習・就労への支援の場と、日常生活に対する支援の場を分けることにより、就労や復学・進学後も良好に継続できることをめざしたプログラムを実施

	
	
	自分自身の課題や、親子関係の課題を整理し、解決を図るため、心理職をはじめ多職種が連携することにより、自尊感情を高め、社会生活スキルの獲得に向けた支援を実施

	
	
	退所後も個々の子どもの課題について必要な支援を受けられるよう、問題点の整理の仕方や、相談窓口の紹介、適切な援助の求め方などを伝えることで、自立生活を安定して維持できるための訓練を実施

	
	関係機関や市町村と協働しながら、支援ノウハウの提供を含めた連携強化の推進
	支援内容の更なる充実を目的とした、資格取得・就労実習などの自立支援策の拡充、地域の関係団体との連携強化への取組み


	第二次計画の取組目標

（平成27年度から令和元年度）
	計画に掲げた具体的取組

	項目
	目標（令和元年度末）
	

	母子生活支援施設
	施設機能の向上や関係機関との連携強化
	生活の場面において、母と子どもの双方に支援ができるという特性を活かし、保護と自立支援の機能強化を目的として、施設職員の研修への参加や職員の育成・指導体制の確保による資質の向上、心理療法担当職員等の配置により支援機能を充実

	
	
	入所前から退所後までの福祉事務所と子ども家庭センター・女性相談センター等の関係機関の連携を強化

	
	
	学習支援員の配置


	第二次計画の取組目標

（平成27年度から令和元年度）
	計画に掲げた具体的取組

	項目
	目標（令和元年度末）
	

	一時保護
	複雑・多様化する要保護児童の行動観察機能、アセスメント機能の強化
	一時保護所での、行動観察機能、医学的・心理学的アセスメント機能の強化

	
	
	観察会議等を通じたアセスメント結果の子ども家庭センターとの共有と連携強化

	
	学習支援機能の強化
	保護期間中の教育保障を図るため、一時保護所における学習支援プログラムの実施

	
	
	委託一時保護においても一時保護所に相当する学習支援が可能となるよう国への要望と学習支援の充実を推進

	
	一時保護の状況を踏まえた受け入れ態勢の充実
	一時保護所の入所状況及び委託一時保護の状況を分析し、必要に応じて、一時保護所等の受け入れ態勢について検討


	第二次計画の取組目標

（平成27年度から令和元年度）
	計画に掲げた具体的取組

	項目
	目標（令和元年度末）
	

	児童家庭支援センター
	児童虐待の早期予防、早期援助のための取組みの実施
	24時間365日、地域に密着した専門性の高い相談対応の実施

	
	
	地域において、効果的な予防・治療プログラムを活用した保護者支援の実施や親子が安心して交流できる場を提供するなど、市町村と連携し、児童虐待の予防に資する事業を実施


（４） 社会的養護に共通する機能の強化に関する取組目標と具体的取組み
第二次計画においては、社会的養護に共通する機能の強化について、それぞれの目標や具体的取組を掲げていました。本計画の策定に当たり、これらの具体的取組について点検した結果、以下については、取組みを継続または内容を変更して継続することとしています。
	第二次計画の取組目標

（平成27年度から令和元年度）
	計画に掲げた具体的取組

	項目
	目標（令和元年度末）
	


	人材確保と施設職員の専門性の向上
	必要な知識・技術を有する児童指導員や保育士の確保に向けた支援
	社会福祉法人大阪府社会福祉協議会等と連携し、社会的養護への理解と関心を高め、将来の専門人材の確保を図るための福祉職員養成講座を充実

	
	
	施設でのトライアル雇用等を通じて雇用のミスマッチの解消に取り組む「児童養護施設等実習生受入・就職促進事業」を実施

	
	
	就職説明会の開催等を通じて、新卒者等の若い世代の就職や、出産・子育てにより退職した女性など、経験豊かな地域の人材が幅広く活躍できるよう、新たな担い手となる人材の確保等を検討

	
	施設における自立支援計画等の作成・進行管理、職員の指導等を行う基幹的職員（スーパーバイザー）の養成
	大阪府社会福祉協議会に設置されている大阪社会福祉研修センターと連携し、新たな課題等に対応できる基幹的職員研修をはじめ、施設職員の定着支援・モチベーションの向上のためのキャリアパスの設定やスキルアップ研修等を継続して実施


	第二次計画の取組目標

（平成27年度から令和元年度）
	計画に掲げた具体的取組

	項目
	目標（令和元年度末）
	

	専門的ケアの充実
	虐待を受けた経験のある子ども、障がいのある子どもなどに対する専門的ケアの充実
	心理療法担当職員を全施設配置するとともに、医療的ケアが必要な子どものいる施設には看護師を配置

	
	
	心理的ケアについての事例集の作成や活用促進など専門的ケアの充実

	
	
	施設入所児童や里親委託児童等に対する、中央子ども家庭センター「こころケア」によるトラウマ治療を中心とした回復支援

	
	家族、子ども家庭センター、施設、里親等の協働による家族再統合に向けた取り組み
	子ども家庭センターにおいて、施設・里親等と連携・協力して、家族再統合支援を実施

	
	
	家庭支援専門相談員等との協働を進め、家族関係や問題のアセスメント力の強化を図り、子どもやその家族とも目標を共有しながら、効果的な支援を実施


	第二次計画の取組目標

（平成27年度から令和元年度）
	計画に掲げた具体的取組

	項目
	目標（令和元年度末）
	

	自立支援の充実
	施設入所児童の高校進学率の全国平均と同等の維持と、大学等進学率の向上
	学習習慣の定着を目指した小学生段階からの支援

	
	幅広い職業選択が図れるよう就労を目指す子どもの職業観・勤労観の育成
	施設入所中の子どもが、自立に向けた職業についての具体的なイメージを持ち、職業観・勤労観を現実のものとするため、中学生・高校生を対象とした「施設退所児童等に対する児童自立生活援助事業」の継続実施

	
	施設退所後の円滑で安定した就労や社会生活に向けた支援
	施設や里親等が、アドミッションケアから、インケア、リービングケア、アフターケアまで一貫した支援を行えることを目的とした支援

	
	
	施設における食事提供と施設職員の資質向上を図り、食を通じた子どもの健全育成に関する研修の実施

	
	
	自立後の生活モデルや心の支えを図るため、既に自立した人たちとの出会いや、子ども同士の意見交換の機会の創出、相互に支援を行う活動のバックアップ


	第二次計画の取組目標

（平成27年度から令和元年度）
	計画に掲げた具体的取組

	項目
	目標（令和元年度末）
	

	家庭支援・地域支援の充実
	社会的養護に対する市町村、子育て関係機関、府民等の認知度の向上
	広報啓発や研修等を通じた社会的養護についての理解の促進

	
	市町村の家庭支援機能の強化に向けた市町村支援
	市町村の児童家庭相談機能や要保護児童対策地域協議会の専門性、機能の向上に向けた「大阪府要保護児童対策調整機関の調整担当者研修兼大阪府市町村児童家庭相談担当者スキルアップ研修」の実施や「大阪府市町村児童家庭相談援助指針」の改訂・提供

	
	
	子ども家庭センターにおける、要保護児童対策地域協議会実務者会議やケース検討会議等を通じた、市町村のアセスメント機能や連携の質の向上

	
	
	市町村の相談対応力の強化や大阪府との連携強化のため、子ども家庭センターにおける市町村職員受入れ研修の実施

	
	家族、施設、里親、子ども家庭センターの協働による家族再統合に向けた取組みの推進
	暴力や暴言を伴う保護者の施設への不満や無理な引き取り要求、または子どもに対する無関心など、対応困難な事例に対して、入所前後の援助から、入所中の援助、家庭復帰に向けた援助の各過程において、個々の子どもと保護者の課題について、アクションプランを通じた家族再統合支援の実施

	
	子どものリービングケアと、子どもを受け入れるための保護者への支援
	家族再統合支援事業として、虐待等を理由として施設に入所している子ども等の保護者に対する養育力をはぐくむ支援プログラムの実施

	
	
	要保護児童対策地域協議会構成機関との連携・協働による多面的な家庭支援を通じた円滑な家庭復帰の促進


	第二次計画の取組目標

（平成27年度から令和元年度）
	計画に掲げた具体的取組

	項目
	目標（令和元年度末）
	

	子どもの権利擁護
	子どもの年齢に応じた自己決定の尊重による、子ども自らの主体的な権利行使に向けた取り組み
	子どもが意見を表明するための意見箱のより効果的な運用と、施設等から入所児童に対する権利ノートの内容や利用方法についての定期的な説明の促進

	
	施設・里親等の日常的な権利擁護機能の構築に向けた施設等への支援
	子ども家庭センターによる年１回の施設訪問調査や、児童福祉司や児童心理司による児童面接の実施を通じた、子ども自身からの相談への対応

	
	
	社会的養護における子どもが、自らの育ちの過程をいつでも振り返ることができるよう、施設と子どもが共有できる養育記録の整備に向けた支援

	
	
	子どもに対する面談やアンケート等を通じて第三者委員が子どもの意見を確実に把握できるなど、効果的な活動にむけた支援

	
	
	問題の解決だけでなく、子どもの権利回復、再発防止に向けた生活の質の向上、子ども間・職員間の人間関係や組織対応力の向上など、施設支援全体の向上につながる取組みの検討

	
	
	施設等に対する年１回以上の研修を通じた権利擁護への理解促進

	
	
	援助者が入所児童へ権利擁護の仕組みを説明する機会を設けるよう促すなど、未然防止のための取組みの実施

	
	すべての被措置児童等の権利が守られるよう、関係機関との連携強化に向けた取組み
	すべての被措置児童等の権利が守られるよう、関係機関との連携強化に向けた取組みの実施


第３章　計画の基本的な視点
１．計画の基本理念

平成28年改正児童福祉法では、全ての子どもが権利の主体であることが明確になり、社会のあらゆる分野においてその最善の利益が優先して考慮されなければならない旨が定められました。また、全ての子どもが家庭において健全に養育されるよう、国、都道府県、市町村それぞれの役割と責務が明確化されるとともに、家庭への養育支援から代替養育までの社会的養育の充実と家庭養育優先の理念が規定されました。その中で、実親による養育が困難な場合には、特別養子縁組による永続的解決（パーマネンシー保障）や里親による養育を推進することが明確になりました。

これらの理念を具体化するために、平成29年8月に国から示された「新しい社会的養育ビジョン」においては、身近な市町村におけるソーシャルワーク体制の構築と支援メニューの充実や、代替養育については家庭での養育を原則としつつ、高度に専門的な治療的ケアが必要な場合には小規模かつ地域分散化及び多機能化された施設により「できる限り良好な家庭的環境」を提供すること等が骨格として位置づけられ、その実現に向けた工程が明らかにされました。

これまで、大阪府では、第二次計画に基づき、乳児院・児童養護施設の本体施設の小規模化・地域分散化や里親等の推進を計画的に進めてきましたが、今後は、より一層児童養護施設等の小規模かつ地域分散化等の取組みを進めるとともに、実父母や親族等を養育者とする環境を最優先として、里親家庭等による「家庭における養育環境と同様の養育環境」、施設による「できる限り良好な家庭的環境」の順に体制を整備していくことが求められます。
そこで、本計画の策定に当たっては、以下の理念を基本とします。

これは、平成28年改正児童福祉法による子どもの権利保障を踏まえ、社会的養育に関わる全ての主体が適切な役割分担のもと、力を合わせて子どもの最善の利益を追求し、子どもの健やかな育ちと自立を目指すことを旨として掲げるものです。
大阪府は、子どもの権利擁護と次世代育成の観点から、子どもの養育の特質をふまえつつ、実父母や親族等をはじめとする特定の大人との継続的で安定した愛着関係を育むことができる体制を整えるため、市町村、里親、児童福祉施設、地域の関係機関及び府民と協働して社会全体で、家庭での養育及び一人ひとりの子どものニーズに応じた支援ができるよう、本計画を策定します。
２．計画の基本的方向

　　近年の急速な共働きの増加や育児不安の訴えの増加、虐待相談において在宅生活を継続している家庭への集中的な養育支援の必要性の高まり等を踏まえ、子どもの福祉のためには、社会が子どもの養育に対して保護者（家庭）とともに責任を持って家族を支援しなればならないという、社会的養育の考え方が、「新しい社会的養育ビジョン」において打ち出されました。

このような社会的養育の考え方に則り、大阪府においては、第二次計画までの社会的養護（代替養育を含む）を中心としつつ、当事者である子どもの権利擁護や、市町村の子ども家庭支援体制の構築等に向けた取組みへの支援まで広く網羅するものとして本計画を策定し、以下の基本的方向に沿って取組みを進めていきます。
(１)　 市町村の子ども家庭支援体制の構築
身近な市町村が、子どもや保護者に寄り添って継続的に支援することは、予防や早期対応という観点からも重要であり、市町村の児童家庭相談体制の整備に向けた支援を推進します。
とりわけ、妊娠期から子育て期にわたるまでの切れ目のない支援のための「子育て世代包括支援センター」や、子ども等に対する必要な支援を適切に行うための「市町村子ども家庭総合支援拠点」など、市町村の家庭支援体制等の整備に向けた取組みを支援します。
また、市町村が策定する「子ども・子育て支援事業計画」に基づく、子どもに対する在宅支援サービスの取組みと社会的養護は一連につながるものであり、密接な連携が不可欠であることから、大阪府ではこれらの充実に向けた支援に努めます。
(２)　 子ども家庭センターの体制強化

社会的養護に係る相談への対応は、大阪府子ども家庭センターが中心となって実施しています。増加する児童虐待相談対応件数や複雑・困難化するケースに、子どもの心理、健康・発達、法律等の側面からも適切に対応するため、また、業務量に見合った体制強化・専門性向上を図るため、平成28年改正児童福祉法において専門職の配置について定められました。このような状況を踏まえ、児童福祉司等の計画的な配置に取り組みます。

また、中核市の意向も踏まえつつ、設置を希望する市には児童相談所が円滑に設置されるよう必要な支援に努めます。
(３)　一時保護機能の拡充

平成28年改正児童福祉法第33条において、一時保護は、子どもの安全を迅速に確保し適切な保護を図るため、又は子どもの状況を把握するために行うものであるという目的が明確化されました。

現在、一時保護所においては、虐待や緊急の養護相談、非行相談への対応など保護を要する子どもの生活の場として、緊急保護機能、アセスメント機能を担っていますが、法の趣旨を踏まえて、子どもの権利擁護が図られるとともに、一人ひとりの子どもの状況に応じた適切な一時保護ができるよう、各機能の強化を図ります。

また、一時保護は代替養育としての性格も有するものであることを踏まえ、家庭における養育環境と同様、あるいはできる限り良好な家庭的環境にあって個別性が尊重されるような環境整備に努めます。

(４)　「家庭における養育環境と同様の養育環境」と「できるかぎり良好な家庭的環境」の推進
平成28年改正児童福祉法第3条の2において、「家庭における養育環境と同様の養育環境」とは、養子縁組による家庭、里親家庭、ファミリーホームを指し、「できるかぎり良好な家庭的環境」とは、施設のうち小規模で家庭に近い環境を指すとされています。

法の趣旨を踏まえ、子どもが心身ともに健やかに育成されるためには、特定の大人との継続的で安定した愛着関係の下で行われる必要があることから、大阪府としては「家庭と同様の養育環境」である里親やファミリーホームでの養育の推進に向け、包括的な里親等支援体制の構築や里親等委託率の向上に取り組みます。

また、家庭では困難な専門的ケアの必要性や、家庭でのトラウマ体験等に対する心理面への配慮、もしくは年長児で職員と子どもとの関係性などの理由から引き続き施設養育が必要とされる子どもに対しては、「できる限り良好な家庭的環境」が提供されるよう、児童養護施設や乳児院の小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換が進むように働きかけていきます。
(５)　施設退所児童等に対する自立支援の充実
社会的養護の下で育った子どもは、施設等を退所し自立するにあたり保護者等から支援を受けられない場合も多く、その結果、様々な困難に直面することがあります。このような子どもが、円滑に社会へ巣立つことができるよう、子どもを養護している全期間を通じて、子どもが社会性を獲得し、自立する力を身につけることを念頭に置いて適切な支援を提供します。
また、平成28年改正児童福祉法により、自立のための支援が必要に応じて継続されるための仕組みが整備されたことも踏まえ、リービングケアの充実に努めるとともに、自立した後も引き続き子どもを受けとめ、支えとなるような支援の充実を図ります。

(６)　子どもの権利擁護の充実

家族から離れて暮らす子どもにとって、里親や施設、一時保護所等は、安全で安心な生活の場であることが何よりも重要です。

子どもが権利の主体であるという平成28年改正児童福祉法の理念を念頭に、施設内虐待などの権利侵害の予防・防止の取組みはもちろん、子どもが年齢に応じた自己決定を適切に行い、自らの権利を主体的に行使できるよう、子どもが意見を表明しやすい環境づくりや、苦情解決の仕組みの構築に取り組みます。

また、子どもの権利擁護を図る観点から、子ども自身の意見を適切に表明できる仕組みについて、国の検討状況を踏まえつつ、その体制整備に努めます。


基本的方向に沿った取組みの全体像（各取組項目に属する具体的取組は第4章以降に掲載）
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	取組項目
	掲載箇所
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	第7章
第1節

	
	
	パーマネンシー保障としての特別養子縁組等の推進
	

	
	
	里親数の確保
	

	
	
	里親の専門性の向上
	

	
	
	里親委託の推進
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	(5)施設退所児童等に対する自立支援の充実
	①社会性の獲得や、自立する力を身につけるための支援の提供
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	第7章
第3節
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	社会生活技術の向上
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	相談支援体制の構築
	

	
	
	家賃や生活費の支援
	

	
	
	身元保証人の確保
	

	(6)子どもの権利擁護の充実
	①子どもが意見を表明しやすい環境づくり
	子どもが自らの権利を理解し、意見表明できる仕組みの構築
	第9章

	
	
	子どもの意見を聴取し支援に反映する仕組みの構築
	

	
	②権利侵害の予防・防止や、苦情解決の仕組み等の構築
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対応の検証・再発防止
	

	
	
	意見や苦情を言いやすい環境と解決のための仕組みの構築
	



第４章　市町村の子ども家庭支援体制の構築等に向けた取組み
１．市町村の子ども家庭支援体制について
　　　
平成28年5月に成立した「児童福祉法等の一部を改正する法律」において、全ての子どもが健全に育成されるよう、児童虐待について、発生予防から発生時の迅速・的確な対応、被虐待児童への自立支援まで、一連の対策の更なる強化等が図られました。
とりわけ、児童虐待の発生予防や早期対応には、社会による家庭への養育支援の構築が不可欠であり、子どもの権利とニーズを優先し、家庭のニーズも考慮して全ての子どもと家庭を支援するため、妊娠期から子育て期にわたるまでの切れ目のない支援を行うための「子育て世代包括支援センター」や、子ども等に対する必要な支援を適切に行うための「子ども家庭総合支援拠点」の普及を図るなど、身近な市町村におけるソーシャルワーク体制の構築が求められています。なお、子育て世代包括支援センターは、妊娠期から子育て期にわたるまでの、すべての妊産婦及び乳幼児を幅広く対象として、切れ目のない母子保健サービスと子育て支援サービスを一体的に行うものである一方、子ども家庭総合支援拠点は、乳幼児に限らず就学後を含め、虐待などで特に手厚い支援を要する子どもや家庭を対象として、情報提供、相談・指導などの専門的な支援を行うものです。
また、このような体制構築に加えて、子ども・子育て支援法に基づき市町村が実施する地域子ども・子育て支援事業のうち、「乳児家庭全戸訪問事業」「地域子育て支援拠点事業」「利用者支援事業」「養育支援訪問事業」「子育て短期支援事業」等については、子育てに不安や困難を抱える家庭の早期発見や、負担の軽減、支援へのつなぎ等について有効であることから、各サービスの提供状況や課題についての把握に努めることが必要です。なお、これらの事業については、府内市町村が策定する「市町村子ども・子育て支援事業計画」において、その量の見込み及びその提供体制が定められており、大阪府では「大阪府子ども総合計画（後期計画）」において、図表8及び図表9のとおり、大阪府の都道府県設定区域ごとに集計しています。
さらに、市町村の子ども家庭支援体制の構築に当たり、重要な連携先として、産前産後の支援から子育て支援、生活支援や子どもの学習など、ひとり親家庭が抱える課題への様々な支援を行う母子生活支援施設が想定されます。この施設が持つ機能の積極的な活用を通じて、さらなる虐待の発生予防等が期待できます。
２．子育て世代包括支援センター及び子ども家庭総合支援拠点の設置に向けた取組み
　　　我が国においては、これまで、子育ては専ら家族に委ねられてきましたが、ライフスタイルや社会が変化する中で、健全な親子・家族関係を築くために子育て世代を身近な地域で支える仕組みが必要となっています。こうした状況のもと、母子保健法の改正により、平成29年4月から市区町村への設置が努力義務とされた子育て世代包括支援センターは、大阪府では、令和元年7月現在、府内43市町村のうち36の自治体で設置されており、今後、全市町村での設置に向け、引き続き、取組みを進めていきます。

また、子ども家庭総合支援拠点については、令和元年度末現在、大阪府では13市町に支援拠点が設置されています。大阪府では、本計画の策定に当たって、設置が完了した市町へのヒアリングを実施しており、設置の利点として、「関係各課が連携して設置したことで情報共有や連携が進み、児童虐待の重篤化を防ぐことにつながった」「様々な資格を有する職員が増員されたことで、多角的にアセスメントができ、より適切な支援につながった」等が挙げられるとともに、設置後の課題として、「虐待対応件数の増加により、虐待対応専門員の上乗せ人員が年々増加することが見込まれるが、増加分の人数確保が困難」「正規職員の増員をしなければ体制強化にはつながらないが、基準がないために増員が難しい」等が挙げられました。
また、未設置の市町村へのヒアリングでは、設置が困難な理由として、設置の利点が分かりづらいことや、必要な配置人員の確保や職員の資格要件、面接室等の整備面や財源等が挙げられています。
子ども家庭総合支援拠点については、「児童虐待防止対策の強化に向けた緊急総合対策」（平成30年７月20日児童虐待防止対策に関する関係閣僚会議決定）に基づき、児童相談所や市町村の体制及び専門性を計画的に強化するために策定された「児童虐待防止対策体制総合強化プラン」（新プラン）において、令和４年度までに全市町村に設置するという目標が示されたことを踏まえ、大阪府では、「子どもの貧困緊急対策事業費補助金」等による財政的支援や、市町村相談担当者向け研修等の技術的支援を通じて、市町村において設置が促進されるよう取り組んでいきます。さらに、設置後も、子ども家庭総合支援拠点の仕組みが適切に機能し、地域の実情に応じた充実強化が図られることが重要であることから、研修やガイドライン等、市町村の子ども家庭支援体制の構築に向けた様々な取組みの中で、その支援の在り方について検討します。
３．市町村の子ども家庭支援体制の構築等に向けた大阪府の支援・取組みについて
　児童虐待発生時には、子どもの安全を確保するための初期対応等が迅速・的確に行われなければならず、相談対応の強化が求められます。とりわけ、市町村には、虐待の発生予防や早期発見への積極的な取組みが求められ、よりきめ細やかに援助活動を展開し、様々な関係機関が援助の連携を行うことにより、虐待の未然防止につながることが期待されています。
　　大阪府においては、このような市町村の子ども家庭支援体制の構築に向けた支援として、2．で述べた子育て世代包括支援センター及び子ども家庭総合支援拠点の設置促進を中心に、市町村職員や保健師、医療機関等に向け、様々なガイドラインの作成を行うとともに、大阪府要保護児童対策調整機関の調整担当者研修兼大阪府市町村児童家庭相談担当者スキルアップ研修や子ども家庭センターにおける市町村職員受入れ研修等の実施により、相談対応の強化に向けた支援を行っています。さらに、「子どもの貧困緊急対策事業費補助金」や「大阪府新子育て支援交付金」により相談体制の整備や市町村における虐待発生・再発予防等の財政面への支援を行っています。また、母子生活支援施設に対する市町村の理解や活用を促進するため、市町村と施設の共同研修会等を定期的に開催することで相互の情報共有を深め、地域支援の充実を図ります。
　　市町村が養育に困難を抱える保護者と子どもに対して、ニーズに応じた支援に確実につなげるなど、虐待の発生を予防し、未然に防止するための指導・支援の役割を担っていくことができる取組みを、今後も推進していきます。

＜図表8＞
地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及びその提供体制の確保
	区域
	年度
	利用者支援事業
	地域子育て支援拠点事業
	子育て短期支援事業
（ショートステイ）

	
	
	量の見込み
	確保方策
	量の見込み
	確保方策
	量の見込み
	確保方策

	
	
	（か所）
	（か所）
	（人回）
	（か所）
	（人日）
	（人日）

	大阪市
	２年度
	24
	24
	469,506
	141
	1,230
	1,230

	
	３年度
	24
	24
	463,076
	141
	1,232
	1,232

	
	４年度
	24
	24
	453,085
	141
	1,218
	1,218

	
	５年度
	24
	24
	445,231
	141
	1,227
	1,227

	
	６年度
	24
	24
	437,751
	138
	1,227
	1,227

	堺市
	２年度
	18
	18
	13,495
	45
	246
	246

	
	３年度
	18
	18
	13,436
	45
	242
	242

	
	４年度
	18
	18
	13,395
	45
	237
	237

	
	５年度
	18
	18
	13,136
	45
	232
	232

	
	６年度
	18
	18
	12,859
	45
	229
	229

	北摂
	２年度
	31
	31
	574,797
	99
	1,017
	968

	
	３年度
	31
	31
	573,569
	100
	1,011
	964

	
	４年度
	31
	31
	575,179
	104
	1,004
	958

	
	５年度
	31
	31
	574,396
	105
	998
	998

	
	６年度
	31
	31
	574,899
	105
	995
	995

	北河内
	２年度
	17
	17
	408,786
	51
	1,038
	1,038

	
	３年度
	17
	17
	404,563
	51
	1,039
	1,039

	
	４年度
	17
	17
	400,034
	52
	1,040
	1,040

	
	５年度
	17
	17
	392.810
	53
	1,041
	1,041

	
	６年度
	17
	17
	385,893
	54
	1,044
	1,044

	中河内
	２年度
	8
	8
	141,771
	49
	1,317
	1,460

	
	３年度
	8
	8
	139,604
	49
	1,288
	1,460

	
	４年度
	8
	8
	136,881
	50
	1,284
	1,460

	
	５年度
	8
	8
	134,020
	50
	1,254
	1,460

	
	６年度
	8
	8
	131,101
	50
	1,223
	1,460

	南河内
	２年度
	16
	16
	176,871
	43
	197
	340

	
	３年度
	16
	16
	175,471
	43
	197
	336

	
	４年度
	16
	16
	173,813
	43
	195
	332

	
	５年度
	16
	16
	172,132
	43
	195
	328

	
	６年度
	16
	16
	171,235
	43
	195
	328

	泉州
	２年度
	32
	32
	178,552
	43
	340
	536

	
	３年度
	32
	32
	177,066
	43
	345
	535

	
	４年度
	32
	32
	175,468
	43
	347
	534

	
	５年度
	33
	33
	171,831
	44
	349
	533

	
	６年度
	33
	33
	167,736
	44
	353
	533

	府内
全域
	２年度
	146
	146
	1,963,778
	471
	5,385
	5,818

	
	３年度
	146
	146
	1,946,785
	472
	5,354
	5,808

	
	４年度
	146
	146
	1,927,855
	478
	5,325
	5,779

	
	５年度
	147
	147
	1,511,139
	481
	5,296
	5,819

	
	６年度
	147
	147
	1,881,474
	479
	5,266
	5,816


＜図表9＞
地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及びその提供体制の確保
	区域
	年度
	乳児家庭全戸訪問事業
	養育支援訪問事業

	
	
	量の見込み
	量の見込み

	
	
	（人）
	（人）

	大阪市
	２年度
	19,854
	1,433

	
	３年度
	19,938
	1,526

	
	４年度
	19,865
	1,624

	
	５年度
	19,939
	1,735

	
	６年度
	20,049
	1,858

	堺市
	２年度
	6,283
	73

	
	３年度
	6,173
	72

	
	４年度
	6,054
	71

	
	５年度
	5,929
	69

	
	６年度
	5,793
	68

	北摂
	２年度
	14,016
	1,968

	
	３年度
	13,977
	1,973

	
	４年度
	13,964
	1,974

	
	５年度
	13,933
	1,979

	
	６年度
	13,923
	1,982

	北河内
	２年度
	7,425
	1,158

	
	３年度
	7,250
	1,162

	
	４年度
	7,107
	1,163

	
	５年度
	6,963
	1,164

	
	６年度
	6,863
	1,165

	中河内
	２年度
	5,724
	119

	
	３年度
	5,579
	119

	
	４年度
	5,435
	119

	
	５年度
	5,283
	119

	
	６年度
	5,138
	119

	南河内
	２年度
	3,547
	554

	
	３年度
	3,443
	555

	
	４年度
	3,354
	554

	
	５年度
	3,259
	554

	
	６年度
	3,193
	554

	泉州
	２年度
	6,243
	1,605

	
	３年度
	6,122
	1,558

	
	４年度
	5,991
	1,505

	
	５年度
	5,865
	1,470

	
	６年度
	5,747
	1,441

	府内
全域
	２年度
	63,092
	6,910

	
	３年度
	62,482
	6,965

	
	４年度
	61,770
	7,010

	
	５年度
	61,171
	7,090

	
	６年度
	60,706
	7,187


＜取組項目と具体的取組＞
	①市町村の家庭支援体制等の整備に向けた取組みの支援

	取組項目
	具体的な取組み

	家庭支援体制の構築に向けた支援
	子育て世代包括支援センターの設置促進

	平成27年度より、人材育成研修「母子保健コーディネーター育成研修」や「妊娠・出産包括支援推進連絡会」等の「妊娠・出産包括支援推進事業」を実施し、子育て世代包括支援センターの設置を促進。府内市町村においては、子育て世代包括支援センターの設置が8割を超えており、全ての未設置市町村においても、令和2年度末までの設置に向け準備が進められている。


	
	市区町村子ども家庭総合支援拠点の設置促進
	「児童虐待防止対策体制総合強化プラン」（新プラン）が決定され、令和４年度までに全市町村に設置するという目標が示された。設置促進のため、「子どもの貧困緊急対策事業費補助金」等による財政的支援、市町村相談担当者向け研修等の技術的支援を実施。


	補助金等による支援
	大阪府子どもの貧困緊急対策事業費補助金の活用
	子どもの貧困対策を推進することを目的に市町村が地域の実情に沿って取り組む事業を支援。メニューの１つとして、市区町村子ども家庭総合支援拠点設置のための補助金が用意されている。


	
	大阪府新子育て支援交付金の活用
	子育て支援施策の向上に資することを目的に、市町村が地域の実情に沿って取り組む事業を支援。市町村の体制強化、非常勤職員雇用や保護者支援プログラムの実施等に活用が可能。


	研修等による支援
	「大阪府要保護児童対策調整機関の調整担当者研修兼大阪府市町村児童家庭相談担当者スキルアップ研修」及び「市町村ＳＶ研修」の実施

	平成28年改正児童福祉法により要保護児童対策調整機関に設置された調整担当者について、厚生労働大臣が定める基準に適合する研修の受講が義務付けられたことを踏まえ、スキルアップのための研修を実施。また、令和元年度からは市町村のＳＶ担当職員向けの研修も実施。


	
	子ども家庭センターにおける市町村職員受入れ研修の実施

	子ども家庭センターにおいて市町村職員を受け入れ、虐待対応などを学ぶ研修を実施。

	
	子ども家庭センターにおける市町村支援担当者の配置
	各子どもセンターに市町村支援担当者（市町村支援コーディネーター）を配置。


	
	各種ガイドライン等の作成
	「大阪府市町村児童家庭相談援助指針」「妊娠期からの子育て支援のためのガイドライン」「保健師のための子ども虐待予防対応マニュアル」「大阪府　医療機関（医科・歯科）における子ども虐待予防早期発見初期対応の視点」「大阪府における乳幼児健康診査未受診児対応ガイドライン」等の作成により市町村の取組みを支援。

	②子どもに対する在宅支援サービスの充実に向けた支援

	取組項目
	具体的な取組み

	地域子ども・子育て支援事業の充実
	府内市町村が策定する「第２期子ども・子育て支援事業計画」に基づく取組み状況の進捗管理
	子ども・子育て支援法に基づき市町村が実施する地域子ども・子育て支援事業のうち、「乳児家庭全戸訪問事業」「養育支援訪問事業」「地域子育て支援拠点事業」「利用者支援事業」「子育て短期支援事業」について、各サービスの提供状況や課題についての把握に努める。



第５章　子ども家庭センターの体制強化と一時保護機能の拡充
１．児童相談所の強化等に向けた取組み
　　　
児童相談所においては、体制及び専門性を計画的に強化するため、平成28年改正児童福祉法や、児童相談所強化プランに沿って、職員配置を行うとともに、人材の確保や育成のための研修等を行うことが求められています。
さらに、東京都目黒区の虐待死事案の発生を受け、国は、平成30年7月20日の児童虐待防止対策に関する関係閣僚会議において、「児童虐待防止対策の強化に向けた緊急総合対策」を決定しました。緊急総合対策では、全ての子どもを守るためのルールの徹底や、子どもの安全確認を早急に行うことなどが重点対策として掲げられています。また、この緊急総合対策に基づき、「児童虐待防止対策体制総合強化プラン（新プラン）」が同年12月に策定され、児童相談所や市町村の体制及び専門性の計画的な強化について、これまで以上に取組みを進めることが求められています。
このような状況の中、大阪府においては、平成30年度の子ども家庭センターへの児童虐待相談対応件数が12,208件（速報値）と、平成24年度に比べ約2倍に増加しています。また、政令市も含めた大阪府全体の相談対応件数は20,694件（速報値）と、9年連続で全国最多となっています。
＜図表10：大阪府における児童虐待相談対応件数の推移＞
　　

増加し続ける相談対応件数を踏まえ、大阪府では、計画的に児童相談所の機能強化を図るため、令和9年度までに、国の配置基準に則り児童福祉司を143人増員することを目指しています。また、増員にあたっては、職員の専門性を担保する観点から毎年20名程度とし、基本的な知識や考え方、基礎的技術の習得を目指す新任・新採職員研修や、子どもの権利を守ることを最優先の目的としたソーシャルワークを行うことができるよう、「知識」「技術」「態度」の個別到達目標の達成をめざす児童福祉司任用後研修等を通じて、専門性の向上を図っています。なお、この増員計画については、業務効率化に取り組みつつ、現場の状況を踏まえ毎年見直すこととしています。また、児童虐待防止体制を強化するため、OJTや研修等をはじめ、様々な取組みを通じて、児童福祉司全体の専門性の向上に努めるとともに、ICTの活用や業務の一部を民間に委託するなどの取組みも実施していきます。
このような増員計画、専門性の向上、業務の効率化を通じて、児童福祉司等が、働きやすい環境の中で高い専門性と継続性をもって相談支援業務に集中できる体制の整備をめざします。
また、平成28年改正児童福祉法により、児童福祉司の指導・教育を行うスーパーバイザーや児童心理司、医師又は保健師、弁護士について配置が法律に位置付けられています。とりわけ、弁護士の配置に関しては、「準ずる措置」を含むとされていますが、これは、弁護士の配置と実質的に同等であると客観的に認められる必要があるとされています。大阪府では、このような「準ずる措置」として、深刻な児童虐待等権利侵害の訴えに対し、必要な調査、相談、調整を行い、子ども家庭センターと連携して子どもの最善の利益を図ることを目的に、弁護士・医師からなる「大阪府児童虐待等危機介入援助チーム」を設置しています。各子ども家庭センターへの担当弁護士に加え、約８０名の弁護士と契約することで、各分野に、より詳しい弁護士の意見をケース対応に生かすことが可能であるとともに、性的虐待事案などに際しては、性別に配慮した対応が可能となること、また、医師と契約することで、身体的虐待事案に際して受傷時期や原因等の医学的鑑定が行えることなど、チームで対応することにより、事案に対した幅広い相談が可能な体制となっています。
なお、児童心理司についても、令和元年改正児童福祉法により配置基準が法定化されたことから、今後の計画的な増員と育成について検討を進めていきます。
＜取組項目と具体的取組＞
	取組項目
	具体的な取組み

	計画的な職員配置
	児童福祉司の増員に向けた計画的な採用
	子ども家庭センターの体制について、平成24年度以降、児童福祉司を60人増員。さらに国の配置標準を踏まえ、令和9年度までの8年間で児童福祉司を143人増員する計画を策定。


	
	業務効率化に向けた取り組み
	子ども家庭センターの業務フローを見直し、児童相談システムの再構築等を含め、児童福祉司等が相談支援業務に集中できる体制の整備をめざす。


	
	「大阪府児童虐待等危機介入援助チーム」の設置
	児童福祉法第12条第3項に定めのある「弁護士の配置又はこれに準ずる措置」として、深刻な児童虐待等権利侵害の訴えに対して必要な調査、相談、調整を行い、子ども家庭センターと連携して子どもの最善の利益を図ることを目的に、弁護士・医師からなる「大阪府児童虐待等危機介入援助チーム」を設置。


	研修による人材育成
	子ども家庭センターにおけるOJT
	計画的増員をふまえ、子ども家庭センターの新任職員に対し、実際の対応場面に同席し、具体的に指導・教育するスーパーバイザー職員を計画的に養成するとともに、対応困難なケースにチームで支援する体制を整備。


	
	新任・新採職員研修及び分野別研修の実施
	初めて子ども家庭センターに配属された職員に対して全体研修と分野別研修を実施し、子ども家庭センターの業務概要や社会的責務を伝えるとともに、相談支援業務に携わる上で必要となる基本的な知識や考え方、技術の習得をめざす。


	
	児童福祉司任用後研修の実施
	子どもの権利を守ることを最優先の目的としたソーシャルワークを行うことができるよう、全ての児童福祉司を対象に「知識」「技術」「態度」の個別到達目標の達成をめざした研修を実施。なお、カリキュラムは国通知「児童福祉司等及び要保護児童対策調整機関の調整担当者の研修等の実施について」に基づいて構成。



２．一時保護改革に向けた取組み
①　一時保護所の機能の拡充
大阪府の一時保護所については、平成25年8月に２つ目の一時保護所を開設し、定員は、第1一時保護所50名、第2一時保護所36名、あわせて86名となりました。
一時保護の第一の目的は、子どもの生命の安全を確保することであり、単に生命の危険にとどまらず、現在の環境に置くことが子どものウェルビーイング（子どもの権利の尊重・自己実現）にとって明らかに看過できないと判断されるときは、まず一時保護を行うべきとされています。一時保護を行うことで子どもの安全を迅速に確保し、適切な保護を行い、子どもの心身の状況や置かれている環境などを把握することにより、子どもの最善の利益につなげていく必要があります。
一方で、一時的に子どもを養育環境から引き離す一時保護は、子ども本人への影響も大きいことから、保護中でも権利擁護が図られ、安全・安心できる環境で適切なケアが提供される必要があります。しかしながら、子どもの安全確保に重点が置かれることで、子ども一人ひとりの状態に合わせた、学習面等の個別的な対応が不十分である場合が多いといった問題が指摘されているほか、一時保護期間の長期化等も課題となっています。第９章で後述する、本計画策定に当たって実施した施設等で暮らす子どもを対象としたグループインタビュー（以下、「子どもへのグループインタビュー」という。）においても、一時保護中に感じた不安や不満、ストレスなどの声が、子ども本人からあがっています。
大阪府においては、児童虐待相談対応件数が増加する中、子どもの命を守る観点から、虐待が疑われる子どもに対し躊躇なく一時保護を実施しており、その件数も増加しています。このため、２か所の一時保護所だけでは受け入れることができず、児童養護施設等に一時保護を委託しているケースも増加しています。
　　＜図表11　過去5年間の一時保護開始件数の推移＞
　　
　　　こうした状況の中、大阪府では、一時保護機能の拡充を図るため、一時保護所の職員の専門性向上に向けた職員研修を計画的に実施しています。また、子どもの権利擁護のための「子どもの権利ノート」を作成し、子どもに対し、入所時等のタイミングで、子ども自身が大切な存在であること、子どもの考えや意見が大切にされること等について説明するとともに、意見箱を設置するなど、子どもの意見を聴取できる環境を整えています。さらに、一時保護中の学習支援についても、教員免許を有する学習支援員を配置し、個々の子どもの学力に応じた学習を実施し、子どもの学習機会の保障に取り組んでいます。
こうした取組みは、「児童虐待防止対策の強化を図るための児童福祉法等の一部を改正する法律（令和元年6月26日）」の附帯決議において、一時保護中の子どもの権利擁護について特に留意するよう求められ、子どもの生活環境に配慮した一時保護所の環境改善に努めるよう要請されたことを踏まえ、さらに強力に推進していく必要があります。
このため、今後は、一時保護された子どもの立場にたち、質の高い支援を行うために、自己評価を行いつつ、外部機関の第三者評価を導入することで、一時保護所の運営の透明性を高め、子どもの権利擁護を図っていきます。さらに、一時保護件数が急増する中においても必要な一時保護に万全を期すため、新たな一時保護所の設置をはじめとした更なる体制の強化策について検討を進め、子どもの視点に立った一時保護環境を整備していきます。
　　②　多様な一時保護の場の整備
一時保護は子どもの最善の利益を守るために行われるものであり、一人ひとりの子どもの状況に応じて、適切な一時保護ができるよう、より開放的で自由度の高い様々な一時保護の場を整備することが必要です。例えば、保護者等のニーズによる保護や、リスクの低いケースには、養育里親への委託一時保護や市町村によるショートステイ事業の拡充が、一定の安全性や専門性が必要なケースには、一時保護の専用スペースを整備した児童養護施設等への委託一時保護など、子どもにとって望ましい環境での一時保護の実施が重要です。
　大阪府では、２か所の一時保護所と、児童養護施設等への委託一時保護も活用しながら、増加する一時保護に対応しているところであり、平成30年度の一時保護件数2,362件のうち、児童養護施設等への委託は約52％の1,225件となっています。このような中、一時保護が必要な子どもが迅速に保護され、安心して生活できる環境を確保するための体制整備が喫緊の大きな課題となっています。
また、平成30年度に実施した府内の児童養護施設及び乳児院に対するヒアリングの中で、児童養護施設等への委託一時保護については、「同じユニットの中で、入所中の子どもと一時保護の子どもが同居する形をとることで、相互に影響を与えあって不安定になる」「日中の一時保護児童に対応する職員が不足している」等の課題が挙げられており、これらの課題の解決には、一時保護の専用スペースの確保と専任職員の配置が重要であることから、大阪府においては、専用スペースの確保に向けた施設への働きかけや改修補助、専任職員確保のため国の「一時保護実施特別加算費」の活用促進等を通じて、児童養護施設等における受入体制の整備を支援していきます。
　また、委託一時保護児童についても直営一時保護所と同等の学習を保障できるよう、平成27年度から学習支援員を派遣することで学習支援の充実に努めているところです。
＜取組項目と具体的取組＞
	①体制や各機能の強化

	取組項目
	具体的な取組み

	一時保護に関わる職員の専門性の向上
	一時保護課職員研修の実施
	被虐待や発達障がい等を背景に抱えた子どもが増加する中で、専門的な知識・理解を持って日々のケアやアセスメントが行えるよう、職員研修を計画的に実施することにより専門的知識や理解の向上を図る。


	一時保護された子どもの権利擁護
	「子どもの権利ノート」の運用
	入所時に、子ども自身が大切な存在で、考えや意見が大切にされること、他の子どもや職員から暴力等の権利侵害を受けたときの対応を「子どもの権利ノート」を使って説明。また、子どもの発達に合わせた説明ができるよう、幼児用の絵カード版、小学校低学年用及び高学年以上用の版を作成。加えて、定期的に子どもの権利ノートについて説明する時間を設定している。


	
	意見や相談しやすい環境づくり
	一時保護所内に意見箱を設置するとともに、定期的に子どもの権利ノートについて説明する時間を設定している。また、生活全般や、職員・他児との関係等についてのアンケートを定期的に実施するとともに、アンケート後に職員と個別に面談する時間を確保。


	
	職員自己チェックや組織的自己点検の実施
	一時保護所職員が、権利擁護の視点から自身の支援を振り返るチェックリストを定期的に実施するとともに、全体の集計を通じて強化すべき点を職員間で共有し取組みを推進。
また、職員自己チェックだけでなく、組織的自己評価を行うため、国の調査研究により示された第三者評価項目案を参考に、大阪府の評価項目を作成中。


	
	第三者機関による視察や子どもの意見聴取
	意見箱の設置、アンケート及び子どもの面談の機会をつくるなど、子どもの意見聴取の機会を設けている。また、現地の視察も含む、第三者機関の評価導入に向け、大阪府の評価項目を作成中。早期に受審が実施できるよう取り組む。


	
	
	

	②個別性が尊重されるような環境整備

	一時保護の環境及び体制の整備
	閉鎖的な一時保護環境で過ごす期間の短縮
	アセスメントが終了すれば、子どもの状態等に応じてより開放的で自由度の高い一時保護先に移行する一定のルールを設け、速やかにケースワークを実施。


	
	多様な一時保護の場の整備
	子どものニーズに合わせて適切な一時保護ができるよう、保護者等のニーズによる保護やリスクの低いケースには養育里親（はぐくみホーム）や市町村ショートステイ事業を拡充し、一定の閉鎖的環境や専門的ケアが必要なケースには児童養護施設における一時保護専用施設の整備を推進することで、体制の充実を図る。

	一時保護中の教育・学習の支援
	教員免許所持職員による学習支援と学力に応じた教材の充実
	学習の時間は、教員資格を所持する学習支援員が主となり指導を実施。また、小・中学校の各学年に準拠した学習プリントを活用し、各児童の学力に合わせて実施。


	い
	一時保護委託児童への学習支援員の派遣

	児童養護施設等や、里親・ファミリーホームに一時保護している子どもに対し、学習保障を行い基礎・基本の学力の維持を図るため、学習支援員を派遣。


	
	原籍校との連携
	原籍校に対し、出席に関する取扱いの配慮や、使用している教材の提供を依頼。定期テスト等を原籍校と連携し実施。
また、大阪府教育庁が使用している学習教材を一時保護所においても活用できるように整備する等、学習環境の充実に向けた取組みを実施。


	
	通学の保障
	子どもの安全確保を優先にしつつ、できる限り原籍校への通学が可能になるよう、より原籍校に近い児童養護施設や里親等へ委託一時保護を行う。



第６章　大阪府における代替養育の将来ビジョン
１．各年度の代替養育を必要とする子ども数の見込み
これまで、大阪府では、第二次計画に基づき、乳児院・児童養護施設の本体施設の小規模化・地域分散化や里親等委託の推進を計画的に進めてきました。
しかし、平成28年改正児童福祉法において規定された家庭養育優先の理念と、それを実現するために平成29年8月に国から示された「新しい社会的養育ビジョン」により、今後は、より一層、児童養護施設等の小規模かつ地域分散化等の取組みを進めるとともに、実父母や親族等を養育者とする環境を最優先として、里親家庭等による「家庭における養育環境と同様の養育環境」、施設による「できる限り良好な家庭的環境」の順に体制を整備していくことが求められます。
　　このような体制整備に当たっては、今後の代替養育を必要とする子どもの見込み数を適切に算出することが不可欠であり、とりわけ、里親等委託が必要な子ども数と、児童養護施設及び乳児院での養育が必要な子ども数の推計の手順が、「都道府県社会的養育推進計画の策定要領」において、以下の通り示されています。

＜策定要領により国から示された手順＞
① 子どもの人口（年齢区分別）の推計
② 代替養育が必要となる子ども数の見込みの推計（潜在的需要を含む）
③ 国の要領に示された算式１及び算式２により、里親等委託が必要な子ども数を年齢区分
別に算出

④ ②から③を減じて算出した数値を児童養護施設及び乳児院での養育が必要な子ども数と
して推計
手順①及び②について、第二次計画策定時は、大阪府における児童人口の将来推計と、過去15年間（平成11年度から25年度）の大阪府における児童人口と要保護児童数の回帰分析により算出した回帰係数をもとに、要保護児童の見込み数を算出しました。
第二次計画策定時の見込み数と、実際の要保護児童数の推移がほぼ一致していたことから、本計画においても、平成29年度までの児童人口や要保護児童数の実績をもとに、同様の手法により、大阪府の要保護児童の見込み数を算出し、大阪府における代替養育を必要とする子ども数の推計としました。なお、年齢区分については、平成29年度に、本計画の策定に向けて大阪府が実施した「措置児童の家庭復帰調査」における、平成30年1月1日時点の措置児童の年齢構成をもとに区分しています。
本推計によると、図表12の通り、大阪府の代替養育を必要とする子どもの見込み数は、児童人口の減少に関わらず、今後も、概ね横ばいで推移していくと予想されます。

＜図表12＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（推計：人）
	
	大阪府児童人口
	大阪府の代替養育を必要とする子どもの見込み数

	
	0～2歳
	3～5歳
	6～17歳
	合計
	0～2歳
	3～5歳
	6～17歳
	合計

	R2
	117,486
	127,407
	581,889
	826,782
	166
	199
	1,294
	1,659

	R3
	116,560
	126,403
	577,304
	820,266
	166
	199
	1,291
	1,655

	R4
	115,775
	125,552
	573,415
	814,741
	165
	198
	1,288
	1,652

	R5
	115,260
	124,993
	570,865
	811,118
	165
	198
	1,287
	1,650

	R6
	114,692
	124,378
	568,053
	807,123
	165
	198
	1,285
	1,647

	R7
	113,982
	123,607
	564,535
	802,125
	164
	197
	1,283
	1,644

	R8
	113,127
	122,680
	560,300
	796,107
	164
	197
	1,280
	1,641

	R9
	112,371
	121,860
	556,557
	790,788
	164
	197
	1,277
	1,638

	R10
	111,633
	121,060
	552,902
	785,595
	163
	196
	1,275
	1,634

	R11
	110,847
	120,208
	549,009
	780,065
	163
	196
	1,272
	1,631


手順③について、手順①及び②により算出された代替養育を必要とする子どもの見込み数から、里親等委託が必要な子ども数を算出するための2種類の算式が国から示されており、それぞれの算式により算出された数値を明らかにした上で、里親等委託が必要な子ども数を見込むこととされています。
算式１及び算式２の考え方は以下の通りであり、平成29年度に大阪府が実施した「措置児童の家庭復帰調査」と「新規措置児童ニーズ調査」から得られた数値をそれぞれ算式に当てはめて、まず、里親等委託が必要な子どもの割合を算出すると、その結果は、図表13の通りです。
	（算式１）
代替養育を必要とする子ども数（年齢区分別）×里親等委託が必要な子どもの割合(＊)
＝　里親等委託が必要な子ども数
(＊) 里親等委託が必要な子どもの割合を算出する際に活用するデータ
　　　ａ．現に里親等委託されている子ども数の代替養育を必要とする子ども数に占める割合

　　　ｂ．現に一時保護している子どものうち、里親等委託が必要な子どもの割合

　　　ｃ．現に施設入所している子どものうち、里親等委託が必要な子ども数(＊＊)の割合

(＊＊)下記により算出した子ども数の合計

＜乳幼児＞

　　　・ 乳児院に半年以上措置されている乳幼児数

　　　・ 児童養護施設に入所する子どもで乳児院から措置変更された乳幼児数

　　　・ 児童養護施設に１年以上措置されている乳幼児数

＜学童期以降＞

　　　・ 児童養護施設に３年以上措置されている学童期以降の子ども数

	（算式２）
代替養育を必要とする子ども数（年齢区分別）×里親等委託が必要な子どもの割合(＊)
＝　里親等委託が必要な子ども数
(＊) 里親等委託が必要な子どもの割合を算出する際に活用するデータ
　ａ．現に里親等委託されている子ども数の代替養育を必要とする子ども数に占める割合

　　　ｂ．現に一時保護している子どものうち、里親等委託が必要な子どもの割合

　ｃ．現に施設入所している子どものうち、里親等委託が必要な子ども数(＊＊)の割合

　ｄ．現に代替養育の対象となっていない在宅の子どもで、代替養育を必要とする可能性が
高くなっている子どものうち、里親等委託が必要な子ども数の割合

　
(＊＊)下記により算出

　　　・ 現に施設入所している全ケース（又は一部）のうち、里親等委託が必要な子ども数（又は
施設入所が長期化しているなど、結果として里親等委託が適当であった子ども数）を算出

· その際、児童福祉法第3条の２における「児童を家庭及び当該養育環境において養育するこ
とが適当でない場合」、すなわち「できる限り良好な家庭的環境」を必要とする子どもとは、
医療的ケアの必要性や行動の問題等の理由から、里親等での養育が困難な子どもや、年長で
「家族」に対する拒否感が強い子どもであると考えられることに留意すること。
（注）里親等委託が必要な子ども数については、家庭養育優先原則の理念に基づき、現状におけ
る委託可能な里親数等にとらわれず、子どもの状態や希望等に基づき判断すること。


＜図表13＞
	
	0～2歳
	3～5歳
	6～17歳

	算式１から算出した里親等委託が必要な子どもの割合
	80％
	67％

	算式２から算出した里親等委託が必要な子どもの割合
	72.3%
	53.4%
	48.0%


　算式１を用いた場合、里親等委託が必要な子どもの割合は、乳幼児は約80%、学童期以降は約67%となります。また、算式２を用いた場合、里親等委託が必要な乳幼児の割合は、0歳から2歳までで約72%、3歳から5歳までで約53%、学童期以降は約48%となります。
　このうち、算式２は、平成29年度の一年間に児童福祉法第27条第1項第3号の措置をとった全ての児童（514ケース）のうち、「里親等」「乳児院」「児童養護施設」が最も望ましい養育環境であると考えられたケース（322ケース）をもとに算出されており、大阪府における個々のケースの実態を反映したものとなっています。
そこで、大阪府においては、算式２で算出した里親等委託が必要な子どもの割合を、将来的にめざすべき数値として位置付け、大阪府の代替養育を必要とする子どもの見込み数に乗じることで、里親等委託が必要な子どもの見込み数を推計します。
なお、図表12で整理した大阪府の代替養育を必要とする子どもの見込み数は、里親等、乳児院、児童養護施設に加えて、児童自立支援施設や児童心理治療施設も含んだ数値となっており、推計に当たっては、あらかじめ、児童自立支援施設や児童心理治療施設の数値を減じておく必要があります。「措置児童の家庭復帰調査」における、平成30年1月1日時点の措置児童に占める児童自立支援施設や児童心理治療施設への措置の割合をもとに、里親等、乳児院、児童養護施設に絞った推計を以下の通り算出し、その数値をもとに里親等委託が必要な子どもの見込み数及び児童養護施設及び乳児院での養育が必要な子ども数を推計すると、図表14の通りとなります。

	年度
	里親等、乳児院、児童養護施設
	児童自立支援施設

児童心理治療施設
	合計

	
	0～2歳
	3～5歳
	6～17歳
	合計
	6～17歳
	

	R2
	166
	199
	1074
	1439
	220
	1,659

	R3
	166
	199
	1072
	1436
	219
	1,655

	R4
	165
	198
	1069
	1433
	219
	1,652

	R5
	165
	198
	1068
	1431
	219
	1,650

	R6
	165
	198
	1066
	1429
	218
	1,647

	R7
	164
	197
	1065
	1426
	218
	1,644

	R8
	164
	197
	1062
	1423
	218
	1,641

	R9
	164
	197
	1060
	1420
	217
	1,638

	R10
	163
	196
	1058
	1418
	217
	1,634

	R11
	163
	196
	1056
	1415
	216
	1,631


＜図表14＞　　　　　　　　　　　　
	年度
	里親等委託が必要な子どもの見込み数
	　
	年度
	児童養護施設及び乳児院での
養育が必要な子どもの見込み数

	
	0～2歳
	3～5歳
	6～17歳
	合計
	　
	
	0～2歳
	3～5歳
	6～17歳
	合計

	R2
	120
	106
	516
	742
	　
	R2
	46
	93
	559
	697

	R3
	120
	106
	514
	740
	　
	R3
	46
	93
	557
	696

	R4
	119
	106
	513
	739
	　
	R4
	46
	92
	556
	694

	R5
	119
	106
	513
	738
	　
	R5
	46
	92
	555
	693

	R6
	119
	106
	512
	737
	　
	R6
	46
	92
	555
	692

	R7
	119
	105
	511
	735
	　
	R7
	46
	92
	554
	691

	R8
	119
	105
	510
	734
	　
	R8
	45
	92
	552
	690

	R9
	118
	105
	509
	732
	　
	R9
	45
	92
	551
	688

	R10
	118
	105
	508
	731
	　
	R10
	45
	91
	550
	687

	R11
	118
	105
	507
	729
	　
	R11
	45
	91
	549
	685



＜国から示された手順により算出される大阪府の将来の目標について＞
	
	0～2歳
	3～5歳
	6～17歳

	将来の里親等委託率
	72.3%
	53.4%
	48.0%

	上記委託率を前提に推計した
里親等委託が必要な子ども数
	729人

	施設での養育が必要な子ども数
	685人


国から示された手順により、大阪府が、本計画を通じて目指していくべき里親等委託率や、里親等委託が必要な子ども数、児童養護施設及び乳児院での養育が必要な子ども数は、上記の通り算出されます。
　　　一方、里親等委託の推進に当たっては、不調が生じるリスクにも十分に留意する必要があります。急速に取組みが進むことで子どもの心に傷付きが生じることのないよう、里親支援体制の充実と合わせて取組みを進めていく必要があること、また、保護が必要な子どもの行き場がなくなることのないよう、施設も合わせて十分な受け皿を確保することが不可欠です。
そこで、大阪府では、国から示された手順により算出される数値を将来の目標として掲げるとともに、本計画により令和11年度までに確保を目指す里親家庭数と委託可能な児童数、里親等委託率の目標値については、大阪府の実態を踏まえて、第7章で設定します。
また、その際には、平成28年改正児童福祉法に定められた家庭養育優先の理念のもと、里親等と施設がそれぞれの強みを最大限に発揮し、子どもが安心・安全に暮らせる生活の場の選択肢を増やしていけるよう、計画的な取組みと合わせて定めます。
２．乳児院・児童養護施設の「小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換」に向けた計画
大阪府の児童養護施設及び乳児院においては、令和11年度までに「児童養護施設及び乳児院の本体施設」「グループホーム（分園型小規模グループケア及び地域小規模児童養護施設）」「里親・ファミリーホーム」に措置される児童の割合を３分の１ずつにしていくという国の将来像及び「児童養護施設等の小規模化及び家庭的養護の推進について」（平成24年11月厚生労働省通知）を踏まえ、第二次計画策定時に各施設の「家庭的養護推進計画」を策定しています。
一方、平成28年改正児童福祉法の理念を実現するために平成29年8月に国から示された「新しい社会的養育ビジョン」において、これまでの考え方が抜本的に見直され、施設は「できる限り良好な家庭的環境」として、高機能化及び多機能化・機能転換、小規模かつ地域分散化を図ることにより、専門性をさらに高めていくことが求められています。
「乳児院・児童養護施設の高機能化及び多機能化・機能転換、小規模かつ地域分散化の進め方」（平成30年7月厚生労働省通知）によると、高機能化とは、「家庭での養育が困難な子ども及び年長で今までの経緯より家庭的な生活をすることに拒否的になっている子どもに対して、早期の家庭復帰や里親委託等に向けた専門的な支援や自立支援を含め、更に専門性の高い施設養育を行うこと。」「そのための専門性のある職員の配置及び小規模かつ地域分散化を推進すること。」であり、多機能化・機能転換とは、「更に専門性を高めた上で、地域における家庭養育の支援を行うこと。」「具体的には、地域の実情等に応じ、①一時保護委託の受入体制の整備、②養子縁組支援やフォスタリング機関の受託をはじめとする里親支援機能の強化、③市区町村と連携した在宅支援や特定妊婦の支援強化に取り組むこと」とされています。また、小規模かつ地域分散化の推進にあたっては、概ね10年以内を目途に、小規模化（最大6人）・地域分散化を進めるとともに、小規模かつ地域分散化の例外として、本体施設については、心理職や医師、看護師など専門職の即時の対応が必要な、ケアニーズの非常に高い子どもに対して十分なケアが可能となるよう、将来的に生活単位は最大4人までとし、その数も概ね４単位程度までとされました。

これを踏まえ、大阪府では、各施設に対して「家庭的養護推進計画」を見直し、今後の概ね10年間の施設の小規模かつ地域分散化の計画を前期と後期に分けて記載するとともに、高機能化及び多機能化・機能転換についても可能な限り反映させるよう依頼しました。
各施設において、「家庭的養護推進計画」を見直し、新たに策定した「小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換に向けた計画」の結果を取りまとめたものが図表15です。
　大阪府では、代替養育を必要とする子ども数の推移と、里親に関する目標の達成状況等を注視しながら、各施設と共に当該計画を進めていきます。
図表15　「小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換に向けた計画」のとりまとめ
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	【乳児院】②
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	4施設
	現状（H31年度末）
	前期（令和2年度～令和6年度）
	後期（令和7年度～令和11年度）
	最終（令和11年度～）
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	52
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	129
	528
	80
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第７章　大阪府における社会的養護の体制整備
第１節「家庭における養育環境と同様の養育環境」と「できるかぎり良好な家庭的環境」の推進
　　　
１．里親等への委託の推進に向けた取組み
　（１）里親等への委託の現状と課題
平成28年改正児童福祉法において家庭養育優先の理念が規定され、国・地方公共団体の責務として、家庭と同様の環境における養育の推進等が明記されました。これは、国及び地方公共団体は、まずは実親による養育を支援し、家庭における養育が適当でない場合、養子縁組や里親等による「家庭における養育環境と同様の養育環境」において継続的に養育されるよう、必要な措置を講じることを旨とするものです。
また、そのような措置も適当でない場合には、「できる限り良好な家庭的環境」である施設において養育されるよう、必要な措置を講じることとされています。
このような家庭養育優先の理念のもと、様々な事情により家庭を離れて生活しなければならない子どもを受け入れ、特定の大人との愛着関係のもとで養育を行う里親等は、子どもの健やかな成長に重要な役割を果たします。また、家庭生活を体験し、家族の有り様や人間関係の築き方を学ぶことが、子どもにとって、将来、自身の家庭を築く際のモデルになることも期待されます。なお、本計画における「里親等」とは、里親もしくはファミリーホーム（小規模住居型児童養育事業）を意味します。里親には、養育里親（大阪府では“はぐくみホーム”と呼称）、養子縁組里親、親族里親、専門里親の4種類の形態があり、ファミリーホームとは、里親登録をした養育者が、事業として自らの家庭に複数の子どもを迎え入れ、養育を行うものです。
大阪府では、これまでの取組みにより里親等への委託は増えてきているものの、里親等への委託ニーズに比べて登録里親家庭数が少なく、里親等委託を検討した場合でも、最適な登録里親家庭が見つからない場合があることが大きな課題となっており、里親等への委託率についても、平成29年度末の実績で、全国の19.7％に比べて、大阪府は11.3％（平成30年度末の実績で11.6％）と低くなっています。
＜図表16：大阪府における登録里親家庭数及び委託児童数（平成30年度末時点）＞
	里親等の種類
	内容
	登録数
	委託児童数

	里親
	養育
里親
	事情により家庭で育てられない子どもを一定期間、家庭で育てる里親
	157
	90

	
	養子縁組
里親
	実親が養育できない子どもを養子として育てる里親
	79
	12

	
	親族
里親
	両親が死亡、行方不明等の事情により子どもを養育できなくなった場合に、祖父母・兄姉など子どもの親族が養育する里親
	8
	10

	
	専門
里親
	虐待などで心身共に傷ついた子どもに対し、経験と専門知識を生かし家庭で養育する里親
	5
	1

	ファミリーホーム
（小規模住居型児童養育事業）
	専任の養育者の住居で児童5～6人を受け入れ、養育者等3人以上で子どもの養育を行う
	12
	48


　　
＜図表17：大阪府における登録里親家庭数及び里親等委託児童数（平成30年度末時点）＞
	
	H25
	H26
	H27
	H28
	H29
	H30

	里親等委託児童数
	105人
	106人
	142人
	145人
	160人
	161人

	登録里親家庭数
	154家庭
	158家庭
	193家庭
	211家庭
	232家庭
	244家庭

	委託里親家庭数
	65家庭
	73家庭
	87家庭
	84家庭
	87家庭
	90家庭

	新規登録里親家庭数
	30家庭
	37家庭
	47家庭
	39家庭
	43家庭
	43家庭

	登録消除家庭数
	28家庭
	31家庭
	12家庭
	21家庭
	22家庭
	28家庭

	里親等委託率
	7.2％
	7.3％
	9.7％
	10.0％
	11.3％
	11.6％


里親等への委託を進めるにあたり、大阪府においては、平成28年改正児童福祉法の理念を基本としつつも、里親等委託率を引き上げるために機械的に措置を行うのではなく、子どもの最善の利益の観点に立ち、子どもに応じた適切な行き場を確保し、施設も含めて、子どもの選択肢を増やしていくことを目的とした上で、登録里親家庭を確保していくことが重要と考えます。
さらに、数の確保だけではなく、様々な背景を持つ子どもに対する質の高い里親養育を実現するため、里親自身の養育スキルを高める等の専門性の向上や、養育に悩みを抱える里親等への支援体制の充実に取り組むことが重要です。とりわけ、専門性の向上にあたっては、乳児院や児童養護施設がもつ養育のノウハウを里親等に伝えていくなど、子どもの健やかな育ちのため、里親等と施設が連携する仕組みづくりが必要となると考えます。
また、里親等への委託を進めるにあたり、委託成立後に、里親と里子の関係性の悪化等が生じて不調に陥ることは、「不適切養育による里親から里子への虐待リスク」や「大人への信頼関係が揺らぎ子どもの傷付きが深まるリスク」等の観点から、絶対に避けなければなりません。数値目標の達成にこだわって拙速に里親等への委託を進めるのではなく、しっかりとしたアセスメントを行い、子どもの意見を踏まえたうえで、適切な養育先が検討されるよう、慎重に取組みを進めることが必要です。
　（２）フォスタリング機関の整備に向けた取組み
平成28年改正児童福祉法において、子どもの家庭養育優先の理念が明記されるとともに、都道府県が行うべき里親に関する業務（フォスタリング業務）が具体的に位置付けられました。また、「フォスタリング機関及びその業務に関するガイドライン」（平成30年7月厚生労働省通知）によると、フォスタリング業務の目的は、
・ より多くの里親を開拓し、里親との確かな信頼関係を基盤に、里親の持つ養育能力を十分に引き出し、伸ばすことで、質の高い里親養育を実現し、維持すること
・ さらに、里親と子どもが、地域社会の偏見や理解不足のために孤立することのないよう、関係機関による支援のネットワークを形成し、地域社会の理解を促進すること
で、子どもの最善の利益の追求と実現を図ることにあるとされており、具体的には、以下のような業務がフォスタリング業務に当たります。

・ 里親のリクルート及びアセスメント
・ 登録前、登録後及び委託後における里親に対する研修
・ 子どもと里親家庭のマッチング
・ 里親養育への支援（未委託期間中及び委託解除後のフォローを含む。）
また、これらは都道府県（児童相談所）の本来業務であるとされつつも、児童福祉法第11条第4項の規定に基づき、都道府県知事は、その事務の全部又は一部を、適切に行うことができる者に委託することができるとされています。
「里親養育包括支援（フォスタリング）事業の実施について」（平成31年4月厚生労働省通知）において、都道府県は、このような一連のフォスタリング業務の委託先を「里親支援機関（A型）」として指定するとともに、委託を受けずにこれらの事業を行う者を「里親支援機関（B型）」として指定することとされており、本計画では、前者を「A型フォスタリング機関」、後者を「B型フォスタリング機関」として記載します。
大阪府では、この二種類のフォスタリング機関を計画的に設置することにより、包括的な里親等への支援体制の構築と充実を図ります。
　　①　A型フォスタリング機関
　　　都道府県がフォスタリング業務を実施するにあたり、当該事業を適切に実施することができると認めた者をA型フォスタリング機関として指定し、事業を委託することができます。
　大阪府では、平成27年度から、全ての子ども家庭センター管内に1か所ずつのA型フォスタリング機関の設置を目指して調整を進めており、令和元年度末現在、池田子ども家庭センター、吹田子ども家庭センター、東大阪子ども家庭センター、岸和田子ども家庭センターの管内において、A型フォスタリング機関を指定し、事業委託を進めています。
　　②　B型フォスタリング機関
　　　里親支援専門相談員を置く児童養護施設又は乳児院等で、都道府県から事業の委託を受けずにフォスタリング業務を行っている者については、B型フォスタリング機関として指定することとされています。
　大阪府では、府内の乳児院及び児童養護施設29か所のうち、令和元年度末現在、24か所に里親支援専門相談員が配置されており、B型フォスタリング機関として里親支援に取り組んでいます。
　（３）本計画における里親等委託率等の目標値について
　　　第6章で記載した通り、大阪府が将来的にめざす里親等委託率は、乳幼児（0～2歳）が約72%、乳幼児（3～5歳）が約53%、学童期以降（6～17歳）が約48%であり、里親等委託が必要な子どもの見込み数は729人です。
　　　大阪府では、この将来の姿を踏まえ、5年後の令和6年度と、10年後の令和11年度の目標値を設定します。
目標値の設定に当たっては、二種類のフォスタリング機関の設置を進めることで、大阪府として、令和6年度と令和11年度の時点で、何家庭の登録里親家庭を支援できる体制を構築できるか、という観点で検討します。
令和元年度末現在、A型フォスタリング機関については、4か所の子ども家庭センター管内に設置がされており、未設置の中央子ども家庭センターと富田林子ども家庭センターについても、今後、設置に向けた調整を進めます。
また、B型フォスタリング機関についても、乳児院及び児童養護施設に配置された里親支援専門相談員を中心に、子ども家庭センターと連携し、これまで施設が培ってきた養育スキルや子どものケアなどの専門性を活かしながら里親支援を行っており、今後、これらの取組みがより適切に、より積極的に展開されるよう、大阪府として支援します。

本計画では、これら二種類のフォスタリング機関について、10年後までに、A型フォスタリング機関は１機関あたり40家庭、B型フォスタリング機関は20家庭の登録里親家庭を確保し、支援できる体制の構築を目指すこととし、現時点の登録里親家庭数と里親等委託児童数の割合をもとに、以下の通り目標値を定めます。

＜本計画の目標値＞
	目標
	令和6年度時点
	令和11年度時点

	登録里親家庭数
（ファミリーホーム含む）
	683家庭
	1,045家庭

	
	うち養育里親(はぐくみホーム)数
	488家庭
	820家庭

	里親等に委託する子ども数
	377人
	590人

	里親委託率
	―
	―

	
	乳幼児（0～2歳）
	47％
	64％

	
	乳幼児（3～5歳）
	28％
	44％

	
	学童期以降（6～17歳）
	24％
	38％

	
	全体
	26％
	42％


　（４）今後の取組みの方向性
　今後、二種類のフォスタリング機関の設置に向けた調整に加え、設置されたフォスタリング機関の取組みがさらに促進されるよう、A型フォスタリング機関とB型フォスタリング機関の当面の役割の整理が重要です。
A型フォスタリング機関については、子ども家庭センターからの委託を受けて、「里親のリクルート及びアセスメント」「登録前、登録後及び委託後における里親への研修」「子どもと里親家庭のマッチング」「里親養育への支援（委託中の里親のレスパイトケアの調整、未委託期間中及び委託解除後のフォロー含む）」等、一貫した里親支援を担うとともに、里親会との連携を通じて登録里親家庭に対する里親会の活動への参加勧奨や活動支援にも取り組みます。
　また、B型フォスタリング機関については、「所属施設の入所児童の里親委託の推進」「所属施設の退所児童のアフターケアとしての里親支援」「所属施設からの退所児童以外を含めた地域支援としての里親支援」等の役割を中心に、レスパイトケアとしての施設利用等による個々の里親への支援体制の構築や、市町村と連携したショートステイの受入れ、里親サロン運営等を通じた活動支援などにも取り組みます。
　とりわけ、B型フォスタリング機関については、里親支援専門相談員を配置する乳児院及び児童養護施設が登録里親家庭を確保していくインセンティブとなるよう、実績に応じた報酬が加算される仕組みを構築します。

　なお、認定・登録や委託に関する事務のほか、里親指導・連絡調整や里親委託の解除などは、引き続き、子ども家庭センターが行うとともに、これらのフォスタリング機関による支援体制が構築されるまでの間、子ども家庭センターにおいて蓄積した里親支援に関する知識やスキルを、着実に引き継いでいく必要があります。さらに、里親委託の推進に向け、保護者の理解促進や適切なマッチングに取り組むことも、子ども家庭センターの重要な役割です。
　また、大阪府においては、これらの取組みに加え、施設に入所している子どもが家庭環境を体験する週末里親事業や、養子縁組制度を推進するための養子縁組里親支援機関事業など、里親支援にかかる様々な取組みを行っています。さらに、子ども家庭センターでは、両親が死亡、行方不明等の事情により子どもが養育できなくなった場合に、祖父母や兄姉など子どもの親族が養育する親族里親についても、積極的に取り組んでいます。今後も、府の状況を踏まえながら、事業内容の見直し等を行い、引き続き里親制度を促進していきます。

＜取組項目と具体的取組＞
	取組項目
	具体的な取組み

	包括的な里親等支援体制の構築
	A型フォスタリング機関の設置
	子ども家庭センター管内全域を対象として、「里親のリクルート及びアセスメント」「登録前、登録後及び委託後における里親に対する研修」「子どもと里親家庭のマッチング」「里親養育への支援」までを包括的に一貫して支援するA型フォスタリング機関（1か所の支援機関あたり40家庭の里親を管理・支援）の設置を推進。


	
	B型フォスタリング機関の設置
	児童養護施設や乳児院に配置された里親支援専門相談員を中心に「所属施設の入所児童の里親委託の推進」「所属施設の退所児童のアフターケアとしての里親支援」「所属施設からの退所児童以外を含めた地域支援としての里親支援」の役割を担うB型フォスタリング機関（1か所の支援機関あたり20家庭の里親を管理・支援）の設置を推進。


	
	養子縁組里親支援機関事業の実施
	府域を超えた広報活動や里親家庭の選定、養子縁組里親の特性に応じた専門性の高い支援等の実践を目的として、養子縁組家庭への支援に関する専門性を有する民間団体と協働し、養子縁組里親のリクルートから委託後支援までの包括的な里親支援を実施。


	里親数の確保
	里親制度に関する広報啓発
	里親会、フォスタリング機関、里親支援専門相談員、市町村等と連携し、広く効果的な広報啓発活動を実施。


	
	里親の新規開拓
	B型フォスタリング機関の取組みのインセンティブとなるよう、実績に応じた報酬を加算。
また、養育里親支援機関による取組みに加えて、養子縁組里親支援機関によるシンポジウムや医療・保健従事者向け学習会への協力により養子縁組里親を開拓。


	里親の専門性向上
	里親に対する研修等の実施
	A型フォスタリング機関による取組みに加えて、B型フォスタリング機関の持つ専門性や実践理論、資源を活用した研修を実施。また、経験豊富な養育里親経験者に対して専門里親に向けた研修を実施。


	里親委託の推進
	子ども家庭センターにおける積極的な里親委託の検討
	子ども家庭センターにおいて、新規措置時に積極的な里親等委託を検討するとともに、乳児院の入所児童に対して里親への早期措置変更アセスメントを実施。また、里親等委託が適当と考えられる施設入所児童については、措置変更に向けたケース協議を徹底。


	
	里親委託の推進に向けた子ども家庭センターの体制整備
	子ども家庭センターに、里親相談担当ケースワーカー、家庭移行推進担当ケースワーカー、担当心理職等を配置した家庭移行推進チームを設置。就学前の施設入所児童、里親委託の全児童を対象に集中的に支援し、里親担当のノウハウを活かし、児童担当と協働することで家庭養育への移行を推進。


	
	保護者の理解促進
	市町村における特定妊婦支援において里親制度の理解を促進するとともに、子ども家庭センターにおいて保護者に対する丁寧な説明を行うための職員研修を実施。

	
	適切なマッチングの推進
	里親委託検討時のアセスメントツールの活用や、子ども家庭センター間での里親情報の共有を徹底するとともに、未委託の里親家庭の状況把握と再アセスメントの実施に努める。


	里親の活動支援
	里親への支援・安全配慮の充実
	受託中の里親への訪問支援等の強化や、必要に応じたレスパイトケアの活用を調整。
また、安全確認チェックリスト等の活用により委託児童の年齢や発達に応じた安全配慮を検討。


	
	市町村との連携体制の構築
	ショートステイにおける里親の活用を市町村に対して提案するとともに、母子保健や子育て支援サービス、要保護児童対策地域協議会等における市町村との連携を強化。



　２．特別養子縁組等の推進のための支援体制の構築に向けた取組み
（１）特別養子縁組等の現状と課題
　　　養子制度は、明治29年の民法制定時から規定されており、実親子ではない者の間に、法的な親子関係を創設する制度です。養子制度には「普通養子縁組」と「特別養子縁組」があり、縁組成立の要件や、実父母との親族関係のあり方などに違いがあります。
特別養子縁組は、昭和62年の民法改正によって創設された縁組形式ですが、成立要件の緩和等により、児童養護施設に入所中の子ども等が、当該制度を利用しやすいものとするため、令和元年6月に、民法等の一部を改正する法律（特別養子関係）が成立しました。
本改正では、特別養子縁組における養子となる者の上限年齢を、原則6歳未満から15歳未満に引き上げるとともに、特別養子縁組成立の手続きを、「特別養子適格の確認の審判」と、「特別養子縁組の成立の審判」の二段階に分けて、養親となる者の負担を軽減する等の改正が行われています。
　　
　　＜図表18：養子制度について＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考：法務省民事局）
	
	普通養子縁組
	特別養子縁組

	縁組の成立
	養親と養子の同意により成立
	養親の請求に対し家庭裁判所の決定により成立。実父母の同意が必要。（ただし、実父母が意思を表示できない場合や、実父母による虐待など養子となる者の利益を著しく害する理由がある場合は、この限りでない）

	要件
	養親：成年に達した者
養子：尊属又は養親より年長でない者
	養親：原則25歳以上（夫婦の一方が25歳以上であれば、一方は20歳以上で可）。配偶者がある者（夫婦双方とも養親）。
養子：原則、6歳に達していない者
⇒　令和元年の法改正により、15歳未満に引上げ

	実父母との親族関係
	実父母との親族関係は終了しない
	実父母との親族関係が終了する

	成立までの監護期間
	特段の設定はない
	6月以上の監護期間を考慮して縁組

	離縁
	原則、養親及び養子の同意により離縁
	養子の利益のため特に必要があるときに、養子、実親、検察官の請求により離縁

	戸籍の表記
	実親の名前が記載され、養子の続柄は「養子（養女）」と記載
	実親の名前が記載されず、養子の続柄は「長男（長女）」等と記載


国においては、子どもの継続的で安定した養育環境の永続的解決（パーマネンシー保障）の観点から、特別養子縁組は有力・有効な選択肢であるとして、制度のより一層の活用検討を促し、概ね５年以内に、年間1,000人以上の縁組成立を目指すとされています。また、それらの情報を基に、制度への理解を進めるための広報の展開や養子縁組に関わる制度の在り方の検討、民間機関への支援などを講じていくとされています。
一方、大阪府における特別養子縁組等の状況については図表19の通りとなっており、毎年概ね10件前後で推移しており、子どもの安定した養育環境のため、十分なアセスメントとマッチング等を行いながら、引き続き特別養子縁組等の推進に取り組む必要があります。

　　＜図表19：大阪府における特別養子縁組等の状況＞　　

　（2）今後の取組みの方向性
　　　大阪府では、養子縁組里親支援機関事業に取り組んでおり、行政では実施困難な府域を超えた広報活動や、子どもの適性に応じた養子縁組里親家庭の選定、養子縁組里親の特性に応じた専門性の高い支援等の実践を目的として、養子縁組家庭への支援に関する専門性を有する民間団体と、行政の協働により、包括的な里親支援策の充実を図ります。
また、特別養子縁組につなげるための養子縁組里親委託を進めるため、「施設入所児童の養子縁組の積極的な検討」「新生児委託の検討と実施」「広域での委託検討」「民間あっせん団体との連携」といった取組みを通じ、養親を必要とする子どもに対し、確実かつすみやかに、養子縁組里親委託を実現する体制を整備していきます。
＜取組項目と具体的取組＞
	取組項目
	具体的な取組み

	包括的な里親等支援体制の構築【再掲】
	養子縁組里親支援機関事業の実施【再掲】
	府域を超えた広報活動や里親家庭の選定、養子縁組里親の特性に応じた専門性の高い支援等の実践を目的として、養子縁組家庭への支援に関する専門性を有する民間団体と協働し、養子縁組里親のリクルートから委託後支援までの包括的な里親支援を実施。


	パーマネンシー保障としての特別養子縁組等の推進
	新生児委託及び養子縁組の積極的な検討
	実施条件が整っている場合には新生児委託を検討・実施し、新生児委託を促進。
入所中児童についても保護者が行方不明もしくは面会等が長期間途絶えているケースについて、養子縁組を積極的に検討。
また、「愛の手」への掲載後、一定期間養子縁組里親が見つからない場合においては、広域での委託検討を実施。


	
	民間あっせん機関との連携
	民間あっせん機関を通じて養親希望者より希望があった場合、あるいは保護者が民間あっせん機関にあっせんを依頼した場合、民間あっせん機関との連携を開始するとともに連携のあり方について里親担当者会議で検討。



３．施設の小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換に向けた取組み
　　
（１）小規模かつ地域分散化の現状と課題
　　児童養護施設とは、保護者のいない児童、虐待を受けている児童、家庭環境や様々な事情により家庭での養育が難しい児童を入所させて養護を行う施設です。家庭に替わる生活の場であり、学校等にも施設から通い、退所した者に対する相談その他の自立のための援助も併せて行っています。また、乳児院は、保護者がいない、または保護者の事情で家庭での養育ができない乳幼児を預かって養育する施設で、短時間の利用や、子育てに関する相談等も行います。
　これらの施設について、第二次計画において設定した目標の達成状況については、第2章の通りであり、大阪府全体で、着実に乳児院及び児童養護施設の小規模かつ地域分散化が進んでいます。子どもの育ちにとって、家庭的な環境での生活や人間関係の構築、地域社会との交流等は重要であることから、大阪府では、引き続き、府内の乳児院（4施設）及び児童養護施設（25施設）において、施設の小規模かつ地域分散化を進めることとし、各施設が策定した「小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換に向けた計画」をとりまとめ、第６章に掲載しています。
一方で、小規模かつ地域分散化を進める中で、施設職員の負担の増加、人材の不足や若手の育成、夜間体制を確保することの困難さなど、様々な課題が表出してきており、子どもの不適応行動による一時保護や措置変更も起きています。平成30年度に、大阪府社会福祉協議会 児童施設部会 特別委員会がとりまとめた報告書「児童養護施設が対応すべき児童についての特別委員会報告」では、小規模かつ地域分散化は、子どもの養育に必要なことであり、積極的に推進していく方針であるとしつつも、以下の点が、今後の検討課題であるとされています。

＜今後の検討課題＞（大阪府社会福祉協議会 児童施設部会 特別委員会の報告書より）
①　小規模化にあたっては、常時複数対応ができるよう、さらに職員の増員が必要。
②　小規模化された本体は、本来機能と地域小規模児童養護施設への支援機能を含めると機能や体制が脆弱。
③　地域小規模児童養護施設の設置には適正数があり、施設の全体機能との調整や見極めが必要。
④　地域での少人数の人間関係の中での生活は、困難や問題を包含する児童への濃密な支援とは相いれない問題
が生じやすく、児童の状況に合わせた適切な入所児選考が必要。
⑤　夜間の職員配置については、アルバイトの管理宿直では緊急対応が困難。常勤職員の宿直など、安全な夜間
体制が必要。
⑦　小規模児童養護施設における生活の安定や、安心・安全のためには、入退所時の細やかな配慮が必要。
⑧　地域の一般的な家屋建築では、定員6名サイズの地域小規模児童養護施設に適した賃貸物件の確保が困難。
　また、近年の入所ニーズを有する子どもの状態像の変化にも考慮が必要です。上述した報告書によると、大阪府の児童養護施設への入所ニーズの特徴として、虐待やマルトリートメントなど、不適切な養育を受けて育った子どもや、心身に何らかの障がいのある子どもの割合が、全国と比べて高いという特徴や、家庭復帰を目標に、家族との関係を保ちながら支援する子どもの数が多いという特徴が挙げられています。このような子ども達に対して、施設では、以下のような強みを発揮することができます。

＜施設による養育の強み＞（大阪府社会福祉協議会 児童施設部会 特別委員会の報告書より）
①　組織的支援ができることで、リスクを含んだ受入れや対応が可能。
②　チーム対応・複数対応により対応困難な児童への一貫した継続支援が可能。
③　子ども同士の育ちあいを支え、自分の家族、自身の振り返り、幅広い人間関係を学ぶ機会の提供が可能。

④　親子関係を切らずに適切な距離感で、関係性の維持・調整を図り、親とつながり続けながら自立を目指すこ
　とが可能。
⑤　子どもの家族への想いや辛さを受けとめ、家族との関係改善に向けた取組みが可能。
⑥　親子のパイプ役となり、親と一緒に子育てするような関係の構築が可能。
養育上のケアニーズが高い子どもが増える中、組織的に子どもたちへの専門的支援を提供できる乳児院及び児童養護施設が担う役割は大きく、小規模かつ地域分散化を進めつつ、今後も一定数の定員を維持していくことが必要です。その上で、「新しい社会的養育ビジョン」を踏まえた高機能化及び多機能化・機能転換を進めていくに当たっては、施設が有する強みによってその方向性が異なることに留意しつつ、大阪府と施設が一体となって取組みを進めていくことが必要です。
（２）本計画における小規模かつ地域分散化の今後の見込みについて
　　　第6章で算出した大阪府の代替養育を必要とする子どもの見込み数と、本章で設定した里親等に係る目標値から、施設での養育が必要な子どもの見込み数が算出されます。大阪府では、施設での養育を必要とする子どもに適切な支援が提供されるよう、各施設が策定した「小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換に向けた計画」に基づき、以下の通り、小規模かつ地域分散化の見込みを設定します。
各施設の計画は、国予算や里親に関する目標の達成状況等を踏まえて進める必要があることから、まずは、令和6年度までの整備が着実に進むよう、施設と共に取組みを進めます。

＜小規模かつ地域分散化の今後の見込み＞
	目標
	令和6年度時点
	令和11年度時点

	児童養護施設
	1346
	1093

	
	ユニット数
	83
	118

	
	グループホーム数
	50
	72

	乳児院
	152
	86

	
	ユニット数
	24
	14

	
	グループホーム数
	2
	2


（３）今後の取組みの方向性　
　施設の小規模かつ地域分散化については、「児童養護施設・乳児院の各施設の推進計画の策定に関する留意事項等について」（平成30年11月厚生労働省通知）を踏まえて策定された、各施設の「小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換に向けた計画」に沿って施設整備等を進めます。また、施設整備にあたっては、本計画との整合性を確保するため、長期的な視点に立ち、大阪府が、適宜、助言等を行います。
　また、近年の一時保護の急増を背景とした、児童養護施設等における一時保護専用施設の整備や、退所後の自立に向けた支援、里親支援の取組み等を進めることで、施設の高機能化及び多機能化・機能転換を進めるよう、施設に対して働きかけます。また、施設がこうした機能を有するにあたり、各種関係施設や市町村との連携に関し、府が積極的に支援を行います。
　なお、このような施設の小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換を進めるためには、施設職員の十分な確保及び育成が不可欠です。社会的養護を担う人材の確保・育成に向けた取組みについては第8章に、社会的養護全般を通じた子どもの権利擁護の取組みについては第9章に掲載します。
第２節　社会的養護を担う各分野の取組み
１．児童心理治療施設
児童心理治療施設は、心理的問題を抱え日常生活の多岐にわたり、つまづきや混乱が生じている子どもとその家族を支援する施設です。
子どもを一定期間入所させ、大人や他の子どもと生活を共にし、治療的方針の下で生活支援・心理治療・教育が一体となって専門的な支援をすることで、子どもの成長・発達と自立を援助しています。支援の形態として、地域のニーズを踏まえ、保護者の下から通わせる通所機能を有する施設もあります。
＜現状の評価と課題＞
大阪府では、令和元年度末現在、3か所の児童心理治療施設を所管しており、そのうちの1か所が通所機能を有しています。
児童養護施設が安定した生活環境を整え、子どもの心身の健やかな成長と自立を支援する一方で、児童心理治療施設は、社会生活に適応するために必要な心理に関する治療や生活指導が主となります。
近年、虐待の経験や、発達障がい等により対人関係に課題のある子どもの入所ニーズが増加していることから、定員の確保や、複雑かつ困難な状況にある子どもに対して個別のケアやアセスメントが可能となるような体制の確保が課題です。また、家族再統合の困難な入所児童の増加を踏まえ、長期入所児童や義務教育終了後の年長児童のケア・自立支援のあり方についても、今後、検討が必要です。

＜今後の取組みの方向性＞
体制の確保については、子ども家庭センターをはじめ、学校や市町村、医療機関や障がい児支援等、多くの関係機関との連携強化や人材確保・育成に努めます。また、児童心理治療施設における支援を要する子ども数の推移を見守りながら、児童養護施設から施設種別の転換を促すことなどにより、定員確保に努めるとともに、児童心理治療施設の退所後の受け皿も確保しなければなりません。そのためには、児童養護施設の高機能化と合わせて考える必要があることから、今後、国から示される方向性も踏まえて検討します。

長期入所児童や義務教育終了後の年長児童へのケア・自立支援については、施設退所後のアフターケアも含め、そのあり方を整理するとともに、児童自立支援施設や児童養護施設等との連携について検討します。また、地域における困難を抱えた子どもと家族への支援として、通所機能のニーズを把握し、その役割と整備の方向性について検討します。

２．児童自立支援施設
（１） 府立修徳学院
児童自立支援施設とは、非行や家庭環境、その他の理由により、生活指導を要する子どもたちに対して心身の健全な育成を図り、自立のための支援を行う施設です。
とりわけ、府立修徳学院では、専門性を持った夫婦職員が児童とともに暮らす中で、深い人間関係を築くことを指導の基盤として、小舎夫婦制を基本とした小集団ケアを行っており、様々な課題を抱える子どもの生活指導や教育を通じて、子どもの社会的自立に向けた支援を行っています。また、子どもの施設入所に当たっては、円滑に学院生活になじむことができるよう、男子児童は一旦、院内に整備された観察寮に入寮します。観察寮において、規律や集団生活の大切さを学ぶとともに、特性に応じた個別指導やアセスメントを経て、配置される寮が決まります。
さらに、平成25年度に施設内に開校した柏原市立桜坂小中学校において、学校の教職員と学院の職員がチームティーチングの体制をとり、少人数学級で、習熟度に応じた「学ぶ楽しさ」「分かる喜び」が経験できる学習指導を行っています。
＜現状の評価と課題＞
府立修徳学院では、非行行動に加え、様々な背景やニーズのある小学生から中学生までの子どもに対して、夫婦制という家庭機能と、小・中学校教育における習熟度別少人数教育とが連動した運営を行うことで、子どもの抱える個々の複雑な背景に対応した支援を実施しています。また、衝動性や感情のコントロールが難しく、集団指導が困難となった子どもに対する個別専門的な支援や、子ども家庭センターと協働した家族再統合支援にも取り組んでいます。
令和元年度末現在、入所児童については、被虐待児童が約８割、発達障がいや知的障がいの子どもが約５割を占めており、性問題を抱える子どもは４割を超えています。さらに、近年は精神科医療の必要な子どもや児童養護施設等から施設不適応等の理由で措置変更される子どもも約2割となるなど、高度な支援を要する子どもが多くの割合を占めており、個々の状況に応じた指導形態の見直しや支援の高機能化が今後の課題となっています。
また、複雑化・多様化する子どもの状態に合わせた施設整備や、建物の老朽化に対する改修、小舎夫婦制を今後も継続するための人材確保や育成が今後の課題となっています。
＜今後の取組みの方向性＞
指導形態については、今後も小舎夫婦制を基本としつつ、近年の入所児童が抱える課題の複雑化や多様化を踏まえ、観察寮を含めた寮舎の運用方法や指導体制等について検討し、個々の状態に応じた効果的な指導・支援が可能な体制を目指します。
支援の高機能化については、施設内において定期的に実施している性的問題行動のある子どもへの援助プログラム等に継続して取り組むとともに、発達障がい等への対応やトラウマのケアが可能となるよう、職員の専門性の向上に取り組みます。また、退所に向けた在院中のリービングケアや、退院後のアフターケアの在り方について、今後、関係機関と連携しながら検討を進めていきます。なお、このような高機能化を進めるに当たっては、医療職や心理職など高度な専門性を有する人材の配置も含め支援実施体制の充実も重要です。
施設整備や改修については、計画的に寮舎の増改築に取り組むとともに、令和２年度以降に厨房棟の新設・移転を行います。また、その他の共通ハードについても、今後の老朽化を見据え、計画的な改修が必要です。
人材確保や育成については、今後も小舎夫婦制を維持するために、継続的・安定的なリクルートの手法について検討します。
　
（２） 府立子どもライフサポートセンター
府立子どもライフサポートセンターは、家庭を離れ社会的養育を必要とする中学校卒業から概ね１８歳までの子どもに対し、集団生活を通して、生活支援を基本に、心理的ケアや学習支援、就労支援等を組み合わせ、一人ひとりの子どもの能力や特性に応じた進学や就職など、社会的な自立に向けた支援を行う入所施設です。
近年、子どもの支援ニーズが複雑化・多様化しており、福祉・教育・雇用の分野から多職種が連携して援助を実施しています。
＜現状の評価と課題＞
府立子どもライフサポートセンターでは、10代後半の入所支援を要する子どもが、安定した生活リズムの中で生活習慣を獲得できるよう、個々の子どもの支援ニーズに応じた個別メニューを組むとともに、社会生活への準備支援として、施設内での生活を学習・就労への支援の場と、日常生活に対する支援の場を分けることにより、就労や復学・進学後の良好な定着を目指したプログラムを実施しています。
また、社会への適応が困難な状態にある子どもが、自分自身の課題や親子関係の課題を整理し、自尊感情を高め、社会生活に向けたスキルを獲得できるよう、心理職をはじめ様々な職種が連携して支援を行っています。さらに、退所後も個々の課題について必要な支援を受けられるよう、問題点の整理の仕方や、相談窓口の紹介、適切な援助の求め方などを伝えることで、自立生活を安定して維持するための訓練を行っています。

一方、子どもが必要とする「特別なケア」は、社会情勢等の変化により大きく変わってきたことから、平成29年度から30年度に、外部有識者等が参画する「10代後半の保護を要する児童に対する支援の在り方検討会」を設置し、府立子どもライフサポートセンターが果たすべき機能や、あるべき規模・体制など、今後の支援の在り方について考え方を整理しました。
＜今後の取組みの方向性＞
果たすべき機能については、支援対象を、自立を目指す中学校卒業後の子どもの中で、トラウマや逆境体験による重篤な行動化の表出により、民間施設や里親等では受け入れが困難な子どもに特化し、関係機関との連携や、心理職をはじめとする専門職のスキル・ノウハウを活用した支援を展開します。また、支援については、
・ 発達障がい、愛着障がいやトラウマ等を十分に理解した「生活支援」と「心理支援」
・ 高校再受験、高卒認定試験受験、英検・漢検等の資格取得を目指した「学習支援」
・ 職業学習、職場見学、PC検定等の資格取得など、就職・職場定着を目指した「職業支援」
を軸とする手厚い支援を実施します。

入所規模・体制については、支援対象を特化することで30名程度の規模とし、重篤な状態像の子どもが相互に刺激しあうことを防ぐため、個室化やフロアのレイアウトの変更等、施設の構造についても見直しを進めます。また、入所定員の一部を、児童養護施設等で不適応を起こした子どもが元の施設等で生活できるまでの短期入所支援の対象とすることで、行動観察・行動分析を通じた民間施設のスーパーバイズ機能も担います。
　３．母子生活支援施設
母子生活支援施設は、18歳未満の子どもを養育している母子家庭、または何らかの事情で離婚の届出ができないなど、母子家庭に準じる家庭の女性が子どもと一緒に入所できる児童福祉施設です。
保護と自立支援の両機能を有し、施設を利用することにより、住まいが確保され、経済的困窮や暴力のある生活から離れて安心・安全な生活を取り戻し、子どもの預かりや学習支援、母親自身の資格取得や就労など、生活の立て直しを目指すことができます。
＜現状の評価と課題＞
　
大阪府には、令和元年度末現在、7か所の母子生活支援施設があり、大阪府はそのうちの1か所を所管しています。母子生活支援施設は、以下の理由により、入所が自立のための一時的な支援であると判断される場合に、福祉事務所が入所を決定します。

・夫等の暴力、児童虐待　・母親の生活能力や養育能力の不足　・母親の心身の不安定
・子どもの問題（不登校・引きこもり・家庭内暴力など）　　　・職業上の理由
・経済事情、住宅事情　　・その他
近年は、生活に困窮している入所者や、ＤＶ被害者及び虐待を受けた子どもの入所が増加していることから、入所児童に対する学習支援、子育て支援、心理的支援など、多くの機能が求められています。

　一方、大阪府では、困窮や虐待など母子世帯への支援ニーズは高まっている一方で、母子生活支援施設の稼働率を見ると定員に満たない状況が続いていることから、施設の活用を促進し、保護を必要とする母子に適切な支援が提供されるように取り組む必要があります。
また、子どもと母親が一緒に入所できる唯一の児童福祉施設であるという特徴を活かして、母子生活支援施設と行政、児童養護施設や乳児院等が協働・連携することで、幅広い利用者や課題に対する質の高い支援が期待できます。このような高機能化・多機能化についても検討していくことが重要です。
　　　
＜今後の取組みの方向性＞
複雑化・多様化する入所者のニーズへの対応については、施設職員の研修への参加や、育成・指導体制の確保により専門性の向上を図るとともに、心理療法担当職員や学習支援員の配置により支援機能の充実を図ります。また、入所前から退所後までの福祉事務所と子ども家庭センター・女性相談センター等の連携強化を図ることで、よりスムーズな支援の実現を目指します。
母子生活支援施設の活用促進については、入所に対する本人の心理的な抵抗や、入所要件や期間等に対する福祉事務所ごとの考え方のばらつきを解消していくことが重要であることから、施設に対する理解促進や、福祉事務所職員のスキルアップ、福祉事務所全体の情報交換の場の創出等の取組みを、大阪府と母子生活支援施設が協働して進めていきます。また、近年、妊婦等の入所が増加してきており、医療機関との連携も含めて看護師の必要性が高まってきていることから、このような人員配置が可能となるよう、国に働きかけていくことも必要です。

母子生活支援施設の高機能化・多機能化については、「親子再統合の支援」や「産前産後の妊婦の支援」等が考えられます。母子生活支援施設は、家庭養育の機能を補完・支援する機能を有しており、児童養護施設や乳児院等を退所した子どもを地域で養育しようとする母子に対して、施設を活用することで、専門性の高い職員の見守りの中で、親子関係の再構築を目指すことができます。また、課題のある産後の母親を受け入れ、母子生活支援施設の専門的な養育支援と見守り体制の中で育児をサポートすることにより、母子の生活の安定を図ることができます。このような機能の実現には、国制度の見直しや、社会的養護に関わる施設間の連携をはじめ関係機関のネットワークの構築と強化が不可欠であることから、引き続き、必要な改善に取り組みます。
さらに、母子生活支援施設は、施設退所者に対するアフターケアのほか、地域において専門的・継続的な生活支援を必要としている母子家庭に対する子育て支援の役割も求められており、今後は市町村との連携もさらに重要になります。
４．自立援助ホーム
自立援助ホームは、なんらかの理由で家庭にいられなくなり、働かざるを得なくなった、原則として１５歳から２０歳までの義務教育を修了した子どもに暮らしの場を提供する施設です。集団生活に適応できない等の理由により児童養護施設等を退所した子どもや、非行等をきっかけに中学校卒業後に措置された子どもが入居し、相談その他の日常生活上の援助や生活指導等を受けながら、自立を目指して生活しています。
平成28年改正児童福祉法により、自立援助ホームについては、22歳の年度末までの間にある大学等就学中の者が対象に追加されました。
＜現状の評価と課題＞
大阪府では、シェルターを含め、令和元年度末現在、４か所の自立援助ホームを所管していますが、入居者の多くが虐待を経験しており、虐待の傷を癒し、大人との信頼関係を回復させることを基本に、生き生きと安心して生活できる場を提供することを主としています。また、自立に向けて、就労や生活相談、自炊、洗濯、貯蓄等の指導も行っています。
他の社会的養護を担う施設と同様に、軽度な知的障がいや発達障がいの入居者の割合が増加していますが、これに加えて思春期の問題行動が表出する子どもや、高校に進学していても不登校や中退となった子どもも多く、その状態は困難かつ複雑です。
このような中、自立支援のための施策・事業の有効活用や、関係機関の連携強化、退所から自立までのスムーズな移行を支える仕組みの構築等、課題は様々です。また、このような義務教育終了後の年長児童が措置される場合の受け皿の整備についても、今後、検討が必要です。
＜今後の取組みの方向性＞
　退居者を支援する機能として、国の自立援助ホーム運営指針の中で、ステップハウスが今後の検討課題として挙げられています。これは、自立援助ホームが近隣に賃借したアパートを利用することにより、退居者は自活訓練ができ、段階的に地域での生活に移行できる支援の実践例に基づくものですが、大阪府内の自立援助ホームでも取組みについて検討を進める必要があります。
また、義務教育終了後の年長児童の措置先の確保については、自立援助ホームに限らず、様々な種別の施設をはじめとする関係機関の機能強化や連携体制の構築も含め、社会的養護全体の枠組みの中で考えていかなければならない、今後の大きな課題と言えます。
５．児童家庭支援センター
児童家庭支援センターにおいては、子どもに関する家庭その他からの相談のうち、子ども家庭センターでの専門的な相談と、市町村の身近な子育て相談の中間的な事業として、それぞれに対する補完的・支援的な役割を担っています。
児童家庭支援センターが実施すべき事業は、「地域・家庭からの相談に応ずる事業」「市町村の求めに応ずる事業」「都道府県又は児童相談所からの受託による指導」「里親等への支援」「関係機関等との連携・連絡調整」の５点とされています。
＜現状の評価と課題＞
　
大阪府では、令和元年度末現在、大阪府南部地域に1か所の児童家庭支援センターを所管していますが、所管する子ども家庭センターの管轄が広大であるという地域の実情も踏まえ、心理療法担当職員などによる通所指導、個別相談、地域の保護者・子ども向けの予防教育的なプログラムを実施するなど、施設のメリットを生かし、子ども家庭センターや市町村では実施困難な専門的な取組みが行われています。引き続き、効果的な予防・再発防止プログラムを活用した保護者支援や、親子が安心して交流できる場の提供など、市町村と連携し、児童虐待の予防に資する事業を実施します。
　　　
＜今後の取組みの方向性＞
児童家庭支援センターは、虐待相談が急増する中で、児童相談所の補完的役割を果たす拠点として制度化された背景があり、児童相談所の管内の人口規模に応じた配置や、都道府県域が広域にわたるなど、児童相談所が身近にない地域への設置の検討が求められています。
面積が狭く、交通の便に優れた大阪府においては、市町村の家庭支援体制の充実と、子ども家庭センターの体制強化が進められていく中で、子ども家庭センターや市町村では手が届かない、地域に密着した専門性の高い相談対応等の課題がある場合に、児童養護施設等の高機能化や多機能化の一環として、今後の整備を検討していきます。
　６．障がい児入所施設
障がい児入所施設では、肢体不自由や知的障がい等があり、専門的な療育や支援が必要な児童を受け入れ、発達支援や自立に必要な支援を行っています。
障がい児入所施設への入所については、平成18年10月より契約制度が導入されていますが、国の通知による次のいずれかに該当する場合であって、子ども家庭センターにおいて措置が適当であると判断した場合は、措置制度に基づく入所となります。

ア　保護者が不在であることが認められ、利用契約の締結が困難な場合

イ　保護者が精神疾患等の理由により、制限行為能力者又はこれに準ずる状態にある
場合　
ウ　保護者の虐待等により入所が必要であるにもかかわらず利用契約の締結が困難と
認められる場合

なお、平成24年の児童福祉法等の改正により、障がい種別に分かれていた障がい児の入所施設は、「障がい児入所施設」として一元化され、福祉型障がい児入所施設と、医療を併せて提供する医療型障がい児入所施設の２類型となるとともに、18歳以上の障がい児入所施設利用者は、障がい者施策（障害者総合支援法の障がい福祉サービス）で対応することになりました。
＜現状の評価と課題＞
大阪府では、令和元年度末現在、11か所の障がい児入所施設を指定しており、入所している障がい児のうち、措置による入所は、令和元年11月時点で約77％となっています。また、契約による入所児童においても、要保護性のある子どもが入所している実態があります。

障がい児入所施設における18歳以上の利用者については、地域生活を支える福祉サービスの拡充を図りながら、地域移行の取組みを進めていくとともに、乳幼児期の段階から、成人期になって地域で自立した生活ができるよう、生活技能の獲得に向けた支援を進めていきます。

＜今後の取組みの方向性＞
障がい児入所施設については、平成26年7月に、国の「障害児支援の在り方に関する検討会」がとりまとめた「今後の障害児支援の在り方について」において、その担うべき機能として、「発達支援機能」「自立支援機能」「社会的養護機能」「地域支援機能」の4つが整理されました。

　　一方で、障がい児入所施設に入所する障がい児のうち、被虐待児（疑いを含む。）の割合が高まってきている状況や、現在の障がい福祉施策の動向を考慮して、令和元年度に、国において上記4つの観点を中心に、今後の障がい児入所施設の在り方について検討がなされ、報告書がまとめられました。
　　これを踏まえ、今後、国において障がい児入所施設の施策等について検討することとされており、大阪府としては、その結果も踏まえて、引き続き、障がい児入所施設の在り方について検討していきます。
＜取組項目と具体的取組＞
	取組項目
	具体的な取組

	専門的ケアの充実
	専門職の配置

	心理療法担当職員を全対象施設に配置するとともに、医療的ケアが必要な子どものいる施設には看護師を配置。
入所児童の学習習慣の定着やサポートを目的として全対象施設に学習指導員を配置。


	
	施設入所児童や里親委託児童等に対する回復支援
	施設入所児童や里親委託児童等に対して中央子ども家庭センター「こころケア」によるトラウマ治療を中心とした回復支援を実施。


	
	家族再統合支援の実施
	子ども家庭センターにおいて、施設・里親等と連携・協力して、家族再統合支援を実施。
特に、家庭支援専門相談員等との協働を進め、家族関係や問題のアセスメント力の強化を図り、子どもやその家族とも目標を共有しながら効果的な支援を実施。



第３節　社会的養護自立支援の推進に向けた取組み

　　
　１．社会的養護自立支援の現状と課題
社会的養護のもとで育った子どもが、社会への公平なスタートを切り、自立した社会人として生活するためには、安心感のある場所で大切にされることを体験し、自己肯定感を育み、自己決定する力を養うことが不可欠です。そのうえで、他者の意見を受け入れるなどの共生する力、衣食住に関する基本的な生活管理、金銭管理、健康管理等の生活スキル、社会人に求められるマナーや、主体的な時間の使い方など、自立生活を維持するうえで必要な力を身につけることが大切です。さらに、学習習慣の定着や、資格の取得など、安定した自立生活を開始できるための準備に早い段階から取り組むことも必要です。
また、相談支援体制の構築や、家賃及び生活費の支援、進学・就職・アパート等の賃借時の身元保証人の確保など、自立した後も支えとなるような支援の充実に、様々な関係機関がそれぞれの役割分担のもとに連携しながら取り組むことが必要です。
　　　平成28年度に大阪府が実施した「大阪府子どもの生活に関する実態調査」（「児童養護施設退所児童等の実態調査」）によると、社会的養護のもとで育ち、社会へ自立する子どもは、家族や親族などの支援が期待できないことも多く、日常的な困りごとや人間関係、就労や住居、経済的な問題など、生活の中で生じる様々な問題の相談先も少ない中で暮らさざるを得ない状況が明らかになっています。
＜図表20：児童養護施設退所者等の実態調査（抜粋）＞

[image: image2]
出典：平成28年度「大阪府子どもの生活に関する実態調査」（「児童養護施設退所児童等の実態調査」）

また、虐待を受けるなど不安定な養育環境で育った子どもは自信を喪失していることも多く、このような背景から、進学後あるいは就職後に、様々な理由によって安定した自立生活を続けることに困難を抱え、結果的に、就学・就労の継続が難しくなるケースが散見されます。
このような状況を踏まえ、大阪府においては、大阪府社会的養護自立支援事業を通じて、退所を控えた子どもや、退所後の子どもに対する相談支援体制の構築や、大学等卒業までの住まいの確保、ソーシャルスキルトレーニング等の幅広い支援を実施しています。さらに、自立した後、住居や生活費など安定した生活基盤の確保が可能となるよう、自立支援資金貸付事業や身元保証人確保対策事業も実施しており、これらの取組みを通じて、社会性の獲得や自立する力を身につけるためのリービングケアから、自立した後も支えとなるようなアフターケアまでの一貫した支援を行っています。

２．今後の取組みの方向性
　　
平成28年改正児童福祉法において、自立援助ホームの支援対象が就学者については22歳まで延長されるなど、自立のための支援が必要に応じて継続されるための仕組みが整備されたところです。また、施設等を退所した子どもの多くが家族や親族などに頼ることができない中で、自分が生活していた施設等の職員に気軽に相談できる体制を確保することは、社会からの孤立を予防し、安心で安定した自立生活を送っていくためにも重要であることを踏まえ、令和2年度から児童養護施設等に自立支援担当職員の配置が可能となりました。
このような中、子どもへのグループインタビューにおいて退所後の生活について尋ねたところ、高校や大学への進学を希望する気持ちや、親や家族との同居に対する悩み、経済や生活、相談相手がいないこと等に対する不安など、改めて様々な側面から子どもの声を聴くことができました。
これらを踏まえ、今後は、各施設における自立支援担当職員の配置を促進することで、個々の状況に応じた相談支援体制の更なる強化を図るとともに、大阪府社会的養護自立支援事業の更なる活用促進や奨学金の活用、既に自立した人たちとの出会いや子ども同士の意見交換の機会の創出など、社会的養護のもとで育った子どもの自立支援がより一層充実されるよう、取組みを推進します。

＜取組項目と具体的取組＞
	①社会性の獲得や、自立する力を身につけるための支援の提供

	取組項目
	具体的な取組

	相談支援体制の構築

	生活相談支援（退所を控えた子どもたちへの支援）の実施
[大阪府社会的養護自立支援事業]


	施設・里親等と連携し、退所を控えた子どもたちの不安や悩み等への相談支援を実施。
教育機関を退学した子どもたちの進路や求職活動等に関する問題についての相談支援を実施。


	大学等卒業までの住まい等の確保
	大学等就学者の卒業までの居住支援事業の実施
[大阪府社会的養護自立支援事業]


	生活基盤や心身が不安定な者や大学等へ通う者に対して居住の場を提供する施設や里親等に対して、居住費や生活費を支援。


	社会生活技術の向上

	ソーシャルスキルトレーニング講習会の実施
[大阪府社会的養護自立支援事業]


	児童養護施設等の退所を前にした子どもが、テーブルマナー等の社会生活技術を学ぶための講習会を実施。

	
	
	

	②自立した後も支えとなるような支援の充実

	取組項目
	具体的な取組

	相談支援体制の構築

	生活相談支援（退所した子どもたちへの支援）の実施
[大阪府社会的養護自立支援事業]


	退所後の生活上の問題や就学・就労に関する問題について、施設・里親等と連携した相談支援を実施。
対象者が気軽に集まれる場を提供し、意見交換や情報交換、情報発信等を行うための支援を実施。


	
	自立支援担当職員の配置の促進

	施設等を退所した子どもが、自分の生活していた施設等の職員に気軽に相談できる体制となるよう、児童養護施設等における自立支援担当職員の配置を促進。


	
	就労相談支援の実施
[大阪府社会的養護自立支援事業]


	児童養護施設等の退所者等の社会的自立を支援するため、適切な就業環境の確保や定着支援等を実施。


	家賃や生活費の支援
	自立支援資金貸付事業の実施
	児童養護施設等の退所者等のうち、住居や生活費など安定した生活基盤の確保が困難な状況にある者に対して、家賃相当額の貸付や生活費の貸付を実施。


	身元保証人の確保
	身元保証人確保対策事業の実施
	児童等の自立を支援する観点から、進学・就職、アパート等の賃借時に児童養護施設等の施設長等が保証人となった場合に損害賠償保険料を負担。



第８章　社会的養護を担う人材の確保・育成に関する取組み
１．社会的養護を担う人材の確保・育成の必要性について
　　
これまで、施設の専門性を活かし、子どもを保護し、養育する重要な役割を担ってきた乳児院や児童養護施設については、家庭養育優先の理念を進める中においても、施設での養育を必要とする子どもの養育に関し、小規模かつ地域分散化された「できる限り良好な家庭的環境」において、高機能化された養育や親子関係再構築に向けた保護者等への支援を行うとともに、里親や特別養子縁組を含む在宅家庭への支援等を行うことなど、施設の小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換を図ることにより、更に専門性を高めていくことが期待されています。
　　　このため、今後10数年の児童養護施設及び乳児院の小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換に向けた計画を各施設が策定するにあたり、大阪府では、平成30年度から令和元年度にかけて、府内の児童養護施設及び乳児院に対し複数回のヒアリングを実施してきました。
ヒアリングを通じて多くの課題を把握することができましたが、とりわけ、ほぼ全ての施設に共通した課題が、人材の確保や育成に関するものでした。

＜課題の一例＞
・　福祉分野の中でも人材確保の競合が生じており、職員を募集しても人が集まらない。
・　地域分散化や本体施設のユニット化を通じて生活単位が増えれば、そこを任せる職員が多く必要になるが、
小規模化に伴う責任や業務の幅・量の増大と、子どもとの密接した関係によるストレスで辞めてしまう職員が
増えてきている。
・　地域分散化やユニット化された各生活単位で常時複数対応ができるよう、さらに職員の増員が必要。
・　夜間の職員配置について、非常勤の管理宿直では緊急対応が難しい。常勤職員の宿直など、安全な体制の構
築が必要。

・　大規模な法人であれば、職員の異動や指導・育成の体制を確保できるが、小規模な法人では難しく、心理職
等の専門職の確保や定着が困難。
・　勤務体制や福利厚生、キャリアアップのシステム等、今の時代に合った労働環境を構築していくことが必要。
・　研修等については、座学では学べないことも多く、実習が重要。
・　子どもに対する支援だけではなく、保護者に対する支援力の向上も、今後の施設の役割を考える上で重要。
・　今後数年間は、新たな職員の確保だけではなく、定着と専門性の向上に根気強く取り組む必要がある。現実
的に小規模かつ地域分散化を進めるのはその目途がついてからでなければ困難。
本体施設のユニット化や地域分散化を進めていく上で、夜間の対応も含め、より多くの専門性の高い職員が必要であるにもかかわらず、「募集しても人材が集まらない」「雇用できても定着しない」という根本的な課題に多くの施設が直面している状況が明らかであり、早急に対策を講じる必要があります。
また、近年、虐待を受けた子どもや障がいのある子どもなど、対応が難しい子どもが増加していることから、これまで以上に、夜間を含め、一人ひとりの子どもへの対応が可能となるよう、計画的に職員を育成していくことが必要です。
２．社会的養護を担う人材の確保・育成に向けた取組みについて
　　①児童養護施設等実習生受入・就職促進事業の実施
　　　児童福祉の分野で働くには、社会福祉士、保育士、栄養士をはじめとした専門的な資格が必要であることから、これらの資格を持つ者を増やすことや、潜在的有資格者の再就業を進めることが必要です。そこで、大阪府では、必要な知識・技術を有する児童指導員や保育士の確保を支援するため、「児童養護施設等実習生受入・就職促進事業」を実施しています。
　　　本事業では、新卒者等の若い世代の就職や出産・子育てにより退職した女性など、経験豊かな地域の人材が幅広く活躍できるよう、就職フェアの開催等を通じて、新たな担い手となる人材の確保を目指すとともに、社会福祉法人大阪府社会福祉協議会等と連携しながら、就職を希望する学生等の実習を受け入れ、将来施設で働きたいと思える講座の開催や個別指導を実施します。また、実習を受けた学生等を非常勤として雇い上げるトライアル雇用を通じて、雇用のミスマッチによる離職の防止に取り組みます。
＜図表21：就職フェアの開催実績＞
	
	北摂ブロック
	河内ブロック
	堺・泉ブロック
	合計

	平成30年度
	56人
	46人
	66人
	168人

	平成29年度
	48人
	67人
	55人
	170人

	平成28年度
	65人
	74人
	92人
	231人


＜図表22：福祉職員養成講座の実施状況＞
	
	申込み
	修了

	平成30年度
	53人
	45人

	平成29年度
	58人
	50人

	平成28年度
	48人
	41人


＜図表23：トライアル雇用の実施状況＞
	
	人数
	就職実績

	平成30年度
	55人
	55人

	平成29年度
	46人
	46人

	平成28年度
	50人
	50人


　　
②基幹的職員（スーパーバイザー）養成研修事業の実施
社会的養護を必要とする子どもの背景が多様化・複雑化する中、心理的ケアや治療を必要とする子どもに対する専門的なケア、自立に向けた取組み、安定した環境での支援の確保等に組織で取り組むことが必要です。そのためには、子どもの状態や年齢に応じた個別的なケアの提供が可能な支援体制と、その担い手である施設職員の計画的な育成が不可欠です。
とりわけ、施設職員については、保護を要する子どもの置かれた状況や支援ニーズの理解に加えて、様々な課題をもった子どもや保護者に対する支援が求められる等、より高度なスキルが必要となるとともに、施設におけるユニット化が進む中で、リーダーとなる職員をより多く確保することが不可欠です。
そこで、施設において自立支援計画等の作成や進行管理、職員の指導等を行う基幹的職員（スーパーバイザー）を養成するための研修を実施し、施設における組織的な支援体制の構築と人材育成を目指します。
　　３．社会的養護処遇改善加算について
　　　児童養護施設等の職員について、虐待を受けた子どもや障がいのある子どもなどへの夜間を含む業務内容を評価した処遇改善を行うとともに、職務分野別のリーダー的業務内容や支援部門を統括する業務内容を評価した処遇改善を実施することで、人材確保と育成を図ることを目的として、「社会的養護処遇改善加算」が実施されています。
　　　本加算は、民間の乳児院、母子生活支援施設、児童養護施設、児童心理治療施設、児童自立支援施設、自立援助ホーム及びファミリーホームが対象となっており、夜間業務やリーダー的業務、小規模グループケアでのリーダー、複数の小規模グループケアの統括等、その業務内容や研修実績に応じて段階的に加算が引き上げられる仕組みとなっています。
　　　これらの加算の取得に当たっては、都道府県知事が認めた一定の研修の受講が要件となっていることから、施設において計画的に受講が進むよう、研修の受講予定や実施状況の把握に努めます。
＜取組項目と具体的取組＞
	取組項目
	具体的な取組み

	施設等の人材確保
	就職フェアの開催
[児童養護施設等実習生受入・就職促進事業]


	新卒者等の若い世代の就職や出産・子育てにより退職した女性など、経験豊かな地域の人材が幅広く活躍できるよう、就職フェアの開催等を通じて新たな担い手となる人材を確保。


	
	トライアル雇用の実施
[児童養護施設等実習生受入・就職促進事業]


	雇用のミスマッチの解消に向け、施設でのトライアル雇用を実施。


	
	福祉職員養成講座の実施
[児童養護施設等実習生受入・就職促進事業]


	社会的養護への理解と関心を高め将来の専門人材の確保を図るため、社会福祉法人大阪府社会福祉協議会等と連携して福祉職員養成講座を充実。


	
	基幹的職員の養成
[基幹的職員（スーパーバイザー）養成研修事業]
	大阪府社会福祉協議会に設置されている大阪社会福祉研修センターと連携し、新たな課題等に対応できる基幹的職員研修をはじめ、施設職員の定着支援・モチベーションの向上のためのキャリアパスの設定やスキルアップ研修等を実施。



第９章　当事者である子どもの権利擁護の取組み
１．当事者である子どもの権利擁護について
家族から離れて暮らす子どもにとって、一時保護所や施設・里親等は、安全で安心な生活の場であることが何よりも重要です。さらに、援助者は、子どもが年齢に応じた自己決定を適切に行えるよう支援しなければなりません。
このような当事者である子どもの権利擁護については、大阪府と施設・里親等がその理念を共有し、子どもが意見を表明しやすい環境づくりを進めるとともに、被措置児童等虐待（施設内虐待）など、子どもの権利侵害を予防・防止する取組みを日ごろから行い、権利侵害事案が発生した際には適切な対応を速やかに行うことによって、その責務を果たさなければなりません。
そこで、大阪府では、「子どもが意見を表明しやすい環境づくり」と「権利侵害の予防・防止や、苦情解決の仕組み等の構築」について、施設・里親等と連携し取組みを推進していきます。
２．子どもが意見を表明しやすい環境づくり
①子どもが自らの権利を理解し、意見表明できる仕組みの構築
大阪府では、一時保護所や施設・里親等で暮らす子どもが、自らの権利を認識し、意見表明などの権利を行使できることを記した「子どもの権利ノート」を２歳以上の全ての子どもに渡し、年齢や理解力に応じた説明を行っています。
「子どもの権利ノート」では、自らの権利と同様に、ほかの人の権利を守るためにもルールが必要であることも示すとともに、施設・里親等で権利侵害があった際に相談ができるよう「あなたへの大切なお知らせ」のリーフレットを作成し、子どもが届出できるはがきとともに、ノートに添付しています。子どもからのはがきが大阪府に届いた場合には、速やかに対応することによって問題の解決に取り組んでいますが、はがきだけでなく、それぞれの子どもが利用しやすい手法の検討も含め、引き続き、意見表明しやすい環境づくりを進めます。
　②子どもの意見を聴取し支援に反映する仕組みの構築
子ども家庭センターでは、子どもを措置等している施設・里親等に対し、担当ケースワーカーが年1回訪問し、子どもや家族の状況について調査を実施しています。また、その際、可能な限り子どもとの面接を実施し、子ども自身からの相談に応じるとともに、意見を聞くように努めています。
このような子どもや家族についてのアセスメントに基づき、子ども家庭センターは長期的な見通しや目標と、当面の課題等について整理し、具体的な援助の方法を施設に示しています。また、施設では、その方針を踏まえて子どもの状態や発達段階及び家族の状況に応じた具体的な支援内容や方法に基づく支援計画を作成するなど、大阪府と施設が連携して、子どもの声を反映した支援を進めています。さらに、このような支援計画については、子どもの成長・発達や家族状況の変化に伴って定期的な見直しを行っています。
３．権利侵害の予防・防止や、苦情解決の仕組み等の構築
①被措置児童等に対する人権侵害の防止と発生時の対応の検証・再発防止
大阪府では、社会福祉法人大阪府社会福祉協議会施設福祉部児童施設部会と共催し、子どもの権利擁護を図るための研修を毎年実施することによって、事案への対応方法を学ぶとともに、援助者が入所児童へ権利擁護の仕組みを説明する機会を設けるよう促すなど、職員の意識向上につなげています。
また、児童福祉施設等における人権侵害事例や重大な事故の発生を予防するため、また、万一、施設内で被措置児童等虐待を含む人権侵害事例や重大な事故が発生した場合、子どもたちの身体や心に計り知れない外傷を与えることから、関係機関が連携して迅速かつ適切な対応を図るため、「児童福祉施設等における人権侵害事案等対応マニュアル」を作成しています。
さらに、「大阪府社会福祉審議会児童福祉専門分科会被措置児童等援助専門部会」を定期的に開催し、虐待行為に留まらず児童間のトラブルへの対処についても取り上げ、事案への対応について検証するとともに、再発防止に取り組んでいます。また、同部会においては、専門的な立場から、発生事案に対する関係者からの聞き取り調査等も必要に応じて行っています。

②意見や苦情を言いやすい環境と解決のための仕組みの構築
社会的養護関係施設における子どもや保護者からの苦情解決については、担当職員の配置や、苦情解決の仕組みの分かりやすい周知、意見箱の設置や児童自治会の運営など、施設における、子どもが意見や不安などを言いやすい環境づくりを支援します。
　また、社会的養護関係施設の第三者委員が、苦情解決に社会性や透明性を確保し、利用者の立場や特性に配慮した適切な対応を推進するとともに、これらの仕組みが有効に機能するよう、指導監査等により指導・助言を実施します。
　なお、子どもへのインタビュー結果からも、これらの取組みは、苦情解決の仕組みだけではなく、より良い環境づくりに向けて子どもの意見を聞き取り、改善を図る仕組みとしても期待できることから、今後の積極的な運用を促進します。

４．施設・里親等における取組みへの支援
大阪府では、上述した取組みに加えて、施設・里親等における子どもの権利擁護の取組みへの支援として、指導監査等の機会を活用し、様々な指導助言や、取組み状況の確認を行っています。
例えば、社会的養護関係施設において、運営における問題点を具体的に把握し､サービスの質の向上に結びつけることを目的として、平成24年度に、公正・中立な第三者機関による評価を３年に１回は受審することと、第三者評価を受審していない年の自己評価の実施が義務付けられましたが、これらの仕組みが有効に機能するよう指導・助言を行っています。
また、社会的養護のもとで成長する子どもについては、健やかな育ちが継続するよう、主たる養育者が変更となる際には養育記録が確実に引き継がれる必要があることから、養育記録の方法等についての確認を行っています。さらに、子ども家庭センターと施設等が連携して、社会的養護のもとで生活する子どもが、「自分は愛され、見守られ、期待されてきた」と、人生を肯定的に受けとめる気持ちを育てられるよう、支援者の援助の記録を記載したノートやアルバムを作成するとともに、それらを活用したライフストーリーワーク等の取組みを行っています。
５．子どもの意見表明権を保障する体制の整備について
　　子どもへの必要な支援の提供や、その方針決定に当たっては、子どもが理解しやすいよう、十分かつ丁寧な説明がされた上でその意見をできる限り反映し、それができない場合には、その理由を十分に説明することが求められています。現に、子どもへのグループインタビューにおいて、施設入所時の説明が不十分であることや、自分の希望が尊重されないことに対する不安や困惑が語られており、「子どもの最善の利益」の実現に、このような取組みは不可欠です。平成28年改正児童福祉法により、児童福祉審議会において関係者からの報告や意見聴取ができることとなり、現在、国において、子どもや関係機関などからの申立てを受け児童福祉審議会等において審議・調査を行う仕組みや、施設等にアドボケイト（支援員）が訪問し、子どもの意見形成支援や意見表明支援を行うアドボカシー制度の検討など、子どもの権利擁護に関する仕組みの構築に向けた調査研究が行われています。
　　大阪府では、このような国の動きも踏まえながら、当事者である子どもに対する、具体的な意見聴取の方法について検討を進めていきます。
最後に、本計画の推進に当たっては、子どもが権利の主体であるという平成28年改正児童福祉法の理念を念頭に、当事者である子どもや、施設・里親等の支援を提供する者の意見が適切に反映される必要があります。また、その際に優先的に考慮すべきは子どもの最善の利益でなければならず、子どものニーズを基礎とすることに十分留意しなければなりません。
そこで、大阪府では、本計画の策定に当たり、行政や支援者では気づきにくい、当事者であるからこそ感じる社会的養護の課題や改善点を抽出し、今後の施策に反映するため、施設・里親等の種別ごとに、そこで暮らす子どもたちを対象にグループインタビューを実施し、本計画の巻末に概要を掲載しています。
＜取組項目と具体的取組＞
	①子どもが意見を表明しやすい環境づくり

	取組項目
	具体的な取組み

	子どもが自らの権利を理解し、意見表明できる仕組みの構築
	「子どもの権利ノート」と「あなたへの大切なおしらせ」（届出はがき付き）の運用
	社会的養護関係施設や里親等で暮らす子どもが、自らの権利を認識し、必要な意見を表明するなど権利を行使できることを記した「子どもの権利ノート」をすべての子どもに渡し、子どもの年齢や理解力に応じた説明を実施。
「子どもの権利ノート」には、「あなたへの大切なおしらせ」（届出はがき付き）を添付し、使い方について子どもの年齢に応じた説明をするとともに、届出があった全ての子どもに面接等を行い、速やかに対応。


	子どもの意見を聴取し支援に反映する仕組みの構築
	子ども家庭センターによる施設訪問調査の実施
	子どもを措置等している施設や里親等に対し、子ども家庭センターの担当ケースワーカーが年1回訪問し、子どもや家族の状況について調査を実施。その際に、可能な限り直接子どもとの面接を実施。


	
	「アドミッションケアから援助計画」および「自立支援計画」の作成
	子どもや家族についてのアセスメントに基づき、子ども家庭支援センターは長期的な見通し・目標と当面の課題・問題点について整理し、具体的な援助の方法を示す。その計画を受けて、施設は子どもの状態や発達段階及び家族の状況に応じて具体的な支援内容や方法を作成する。なお、これらの支援計画については、子どもの成長・発達や家族状況の変化に伴い、定期的な見直しを行っている。


	
	
	
	

	②権利侵害の予防・防止や、苦情解決の仕組み等の構築

	取組項目
	具体的な取組み

	被措置児童等に対する人権侵害の防止と発生時の対応の検証・再発防止
	「大阪府社会福祉審議会児童福祉専門分科会被措置児童等援助専門部会」の開催

	虐待行為や児童間のトラブルへの対処について取り上げ、事案への対応について検証するとともに再発防止に向けた取組みを推進。


	
	子どもの権利擁護に関する研修の実施
	被措置児童等虐待を予防・防止するため、社会福祉法人大阪府社会福祉協議会と共催で、事案への対応方法や職員の意識向上につなげるための研修等を行い、施設で働く職員の人材育成を図るとともに、子どもの権利擁護の仕組みを周知。


	意見や苦情を言いやすい環境と解決のための仕組みの構築
	第三者委員の設置による苦情解決の推進
	全ての社会的養護関係施設に第三者委員を設置することにより、苦情解決に社会性や客観性を確保し、利用者の立場や特性に配慮した適切な対応を推進。
これらの仕組みが有効に機能するよう、指導監査等により指導・助言を実施。


	
	施設における意見や苦情を言いやすい環境づくり
	苦情解決のための担当職員の配置や、苦情解決の仕組みの分かりやすい周知、意見箱の設置や児童自治会の運営など、社会的養護関係施設における、子どもが意見や不安などを言いやすい環境づくりを支援。




第10章　都道府県社会的養育推進計画（大阪市）の概要
※「都道府県社会的養育推進計画」は、指定都市においても策定が求められており、国の策定要領において、都道府県と市が連携・調整して計画を策定する必要があることへの留意が求められています。このため、大阪府・大阪市・堺市においては、代替養育を必要とするこども数の見込みや、里親等委託率の目標値、児童養護施設等の整備について調整しながら計画を策定しており、本章及び第11章において、大阪市と堺市の「都道府県社会的養育推進計画」の概要を掲載します。
１．計画策定の背景・計画の趣旨
　　
大阪市では、平成22年度から26年度までは「大阪市次世代育成支援行動計画（後期）」に基づき、すべてのこども・青少年と子育て家庭を対象とした施策を推進し、平成27年度からは、「次世代育成支援対策推進法」及び「子ども・子育て支援法」に基づく一体的な計画として「大阪市こども・子育て支援計画」を策定し、施策を推進してきました。
一方で、大阪市における児童虐待相談対応件数は依然として増加傾向にあり、平成30年度にこども相談センターで対応した件数は、平成25年度から約2倍増の6,316件にのぼっており、一時保護件数も年々増加しています。このような状況から、大阪市では、平成30年度末現在、児童虐待をはじめとする様々な理由で、代替養育先として乳児院、児童養護施設、里親、ファミリーホームで生活しているこどもの人数は1,168人にのぼっています。こうした代替養育先で生活しているこどものうち、83.3%のこどもが、児童養護施設や乳児院で生活していますが、大阪市が所管する社会的養護施設の特徴として大規模施設が多いということが挙げられ、特に児童養護施設においては、定員規模が100名を超える施設が10施設中3施設という状況です。
このような中、大阪市においては、平成23年7月に国が取りまとめた「社会的養護の課題と将来像」を受け、施設におけるこどもの養育単位の小規模化や里親委託の推進等の目標を定めた「都道府県推進計画（大阪市版）」（平成27年度を始期として5年ごとに前期・中期・後期に区分した15年間を計画期間とする。）を策定し、家庭的養護の推進に努めてきましたが、平成28年改正児童福祉法において、こどもが権利の主体であることが位置づけられるとともに、こどもの家庭養育優先の理念が明記されたことを受け、平成29年8月に国から「新しい社会的養育ビジョン」が示されました。さらに、「新しい社会的養育ビジョン」で掲げられた理念を通じて、家庭養育優先の理念を徹底し、こどもの最善の利益を実現していくため、平成30年7月に国から示された「都道府県社会的養育推進計画の策定要領」が示され、令和元年度末までに新たな計画を策定することとされました。
「都道府県社会的養育推進計画（大阪市版）」は、こうした状況を踏まえ、「都道府県推進計画（大阪市版）」に代わる新たな計画として策定するものであり、大阪市における社会的養育の推進に関する基本的考え方になるものとして、大阪府が策定する都道府県社会的養育推進計画との整合性を図りつつ策定します。
２．代替養育を必要とするこども数の見込み
　　　里親委託の推進や、施設の小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換に向けた取組みを検討するため、こどもと保護者を分離し、児童養護施設、乳児院、里親、ファミリーホームで養育する代替養育を必要とするこども数の見込みについて、近年のこどもを取り巻く状況を踏まえて算出しました。
　　　まず、こどもの人口（推計・各歳ごと）の推計については、コーホート変化率法を用いて、大阪市人口の推計を算出した係数をもとに、表１の通り大阪市の児童人口の将来推計を整理しました。
（表1）大阪市児童人口の推計

	年度
	R2
	R3
	R4
	R5
	R6
	R7
	R8
	R9
	R10

	児童人口
(0～17歳計)
	364,038
	363,498
	363,659
	364,157
	363,901
	363,444
	363,172
	363,338
	363,418


　　　代替養育が必要となるこども数の見込みについては、大阪市児童人口に対して、「現に入所措置又は里親委託等されているこども数」の割合を表２の通り算出し、推計した大阪市の児童人口（表１）に、算出した「現に入所措置又は里親委託等されているこども数のこどもの人口に占める割合」（表２）の過去7年間の平均（0.364%）を乗じた数値を、代替養育を必要とするこども数（児童養護施設、乳児院、児童自立支援施設、児童心理治療施設、里親、ファミリーホームで養育されるこども数）とし、ここから児童自立支援施設、児童心理治療施設の数値を減じて表３の通り推計しました。
（表２）現に入所措置又は里親委託等されているこども数のこどもの人口に占める割合
	年度
	H24
	H25
	H26
	H27
	H28
	H29
	H30
	

	児童人口
	380,208
	378,093
	374,588
	372,071
	369,724
	367,098
	364,534
	

	入所措置こども数
	1,411
	1,387
	1,379
	1,319
	1,343
	1,331
	1,309
	平均

	割合
	0.371%
	0.367%
	0.368%
	0.355%
	0.363%
	0.363%
	0.359%
	0.364%


（表３）大阪市の代替養育を必要とするこども数の見込み（児童自立支援施設・児童心理治療施設を除く）
	年度
	R2
	R3
	R4
	R5
	R6
	R7
	R8
	R9
	R10
	R11

	要保護児童数
	1,182
	1,180
	1,181
	1,183
	1,182
	1,180
	1,180
	1,180
	1,180
	1,180


　さらに、国から示された算式に基づき、里親等委託が必要なこども数を年齢区分別に算出した結果は表４の通りであり、委託率については目指す方向性は国とほぼ同じとなることから、国の目標値（就学前75%、学童期以降50%）を、大阪市の最終的な目標値とします。
（表４）国が示す算式１及び算式２により算出した里親等委託が必要なこども数　　
	
	算式１
	算式２

	乳幼児の里親等委託率
	約83.7%
	(3歳未満)約76.7%

	
	
	(3歳から就学前)約71.4%

	学童期以降の里親等委託率
	約74.3%
	約56.8%


　　　なお、施設で養育が必要なこども数については、国の算式２を参照し算出した里親等委託率の目標（3歳未満75%、3歳から就学前75%、学童期以降50%）を表３の数値に乗じることで里親等委託が必要なこども数を算出し、全体数から減じることで、表５の通り算出しました。
（表５）施設で養育が必要なこども数
	
	里親等(里親・FH)委託が必要なこども数
	
	施設で養育が必要なこども数
	
	合計

	
	0～2歳
75.0%
	3～5歳
75.0%
	6～17歳
50.0%
	計
	
	0～2歳
	3～5歳
	6～17歳
	計
	
	

	R2
	141
	147
	399
	687
	
	47
	49
	399
	495
	
	1,182

	R3
	141
	147
	398
	686
	
	47
	49
	398
	494
	
	1,180

	R4
	141
	147
	399
	687
	
	47
	49
	398
	494
	
	1,181

	R5
	141
	147
	400
	688
	
	47
	49
	398
	495
	
	1,183

	R6
	141
	147
	399
	687
	
	47
	49
	399
	495
	
	1,182

	R7
	141
	147
	398
	686
	
	47
	49
	398
	494
	
	1,180

	R8
	141
	147
	398
	686
	
	47
	49
	398
	494
	
	1,180

	R9
	141
	147
	398
	686
	
	47
	49
	398
	494
	
	1,180

	R10
	141
	147
	398
	686
	
	47
	49
	398
	494
	
	1,180

	R11
	141
	147
	398
	686
	
	47
	49
	398
	494
	
	1,180


３．里親等への委託の推進に向けた取組み
　　
　里親等委託率の数値目標設定の考え方について、国の目標達成期限に当てはめた場合、1年間に65.2人のこどもを新たに里親等に委託する必要がありますが、里親等が急激に増加することによる以下のリスクが懸念されます。

ⅰ　不適切養育による里親から里子への虐待のリスク
ⅱ　十分な里親支援体制が取られていない場合、里親と里子の関係性が悪化した結果、里親宅
を転々とすることで里子の心の傷つきが深まるリスク
　　　これらのリスクや、「里親等委託率の数値目標達成のために機械的に措置が行われるべきではない」とする国の危惧を鑑み、10年後（令和11年度）の里親等委託率の数値目標については、国の目標を最終的に目指しつつ、大阪市としての目標を設定することとしました。
　　　今後10年間で、全ての本体施設において家庭的な小規模グループケアを実現した場合、里親等に委託される児童数は431人とする必要があり、その場合の里親等委託率は36.5%となります。
　　　大阪市では、全年齢区分の里親等委託率が等しく上昇することを見込み、令和6年度及び令和11年度の里親等委託率を、表６の通り算出しました。
（表６）年齢区分ごとの里親等委託率目標
	
	要保護児童数
	里親等（里親・FH）

	
	
	0～2歳
	3～5歳
	6～17歳
	計

	
	
	人数
	率
	人数
	率
	人数
	率
	人数
	率

	R6年度
	1,182
	48人
	25.5%
	57人
	29.1%
	215人
	26.9%
	320人
	27.1%

	R11年度
	1,180
	77人
	41.0%
	84人
	42.9%
	270人
	33.9%
	431人
	36.5%


　　　大阪市では、質の高い里親養育を実現するため、適切なマッチングに努めるほか、レスパイト制度を活用するなど、里親が養育に関する悩みを抱え込まず、養育のやりがいや里親子が共々に成長するよろこびを感じられるよう、里親同士のつながりやこども相談センター、大阪市里親会や乳児院・児童養護施設などの里親支援機関、地域の関係機関等のそれぞれの強みを生かした協働によるチーム養育を積極的に推進することが大事であると考えます。こうした基本的な考え方に基づき、里親を包括的に支援する体制の構築などに取り組みます。

　　【目標】
1 民間機関（里親支援機関Ａ型）への委託実施数
・令和3年度　3か所
・令和8年度　4か所


2 里親登録数・ファミリーホーム数
	目標年度
	平成30年度末
	令和6年度末
	令和11年度末

	里親登録数
	129世帯
	263世帯
	372世帯

	ファミリーホーム数
	17か所
	23か所
	28か所


3 里親委託児童数・ファミリーホーム委託児童数
	目標年度
	平成30年度末
	令和6年度末
	令和11年度末

	里親委託児童数
	108人
	205人
	291人

	ファミリーホーム
委託児童数
	87人
	115人
	140人


４．大阪市所管の児童養護施設及び乳児院の「小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換に向けた計画」
　　　大阪市では、「乳児院・児童養護施設の高機能化及び多機能化・機能転換、小規模かつ地域分散化の進め方」（平成30年7月厚生労働省通知）を踏まえ、市管施設に対して「家庭的養護推進計画」を見直し、今後概ね10年間の施設の小規模かつ地域分散化の計画を前期と後期に分けて記載するとともに、高機能化及び多機能化・機能転換についても可能な限り反映させるよう依頼し、施設において新たに策定した「『小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換』に向けた計画」の結果を、表７の通り取りまとめました。
　＜基本的な考え方＞
· 乳児院や児童養護施設について、施設の専門性を活かし、代替養育を必要とするこどもを受け入れ、養育する重要な役割を担ってきた。これらの施設については、児童福祉法第３条の２の規定に則り、「できる限り良好な家庭的環境」を確保することが重要である。
· また、より専門性を活かし高機能化された養育や親子関係再構築に向けた保護者等への支援など質の高い個別的なケアを行い、里親や在宅家庭への支援など、さまざまな機能を担うこと（＝多機能化）も重要である。
· 児童心理治療施設、児童自立支援施設についても、ケアニーズの非常に高いこどもへの対応など、その性質や実態等に鑑み、国において、小規模化・多機能化を含めたそのあり方について方向性が示されることが予定されており、国の方向性を踏まえ小規模化・多機能化を推進していくことが重要である。
· 母子生活支援施設は、従来から母子を分離せずに入所させ、家庭養育の支援を実践してきた施設であり、平成28年改正児童福祉法により家庭養育優先原則が明記されたことも踏まえ、児童虐待の未然防止の観点から、母子一帯の支援を行っているという特性を区子育て支援室など関係機関に改めて周知し、利用を促進していくことが重要である。また、特定妊婦等への産前から産後の切れ目のない支援などが重要である。
　　５．今後の取組み
　　　計画策定後については、計画の進捗状況を毎年度検証するとともに、令和2年度から令和6年度の期末及び各期の中間年を目安として、進捗状況の検証結果を踏まえ、必要な場合には計画の見直しを行い、取組みの推進を図ります。
（表７）大阪市市管施設の家庭的養護推進計画　見直し後の定員等

第11章　都道府県社会的養育推進計画（堺市）の概要
１．計画策定の背景・計画の趣旨
　　
平成28年改正児童福祉法において、子どもが権利の主体であることが位置づけられるとともに、子どもの家庭養育優先の理念が明記されたことを受け、平成29年8月に国から「新しい社会的養育ビジョン」が示されました。
「都道府県社会的養育推進計画（堺市版）」は、新しい社会的養育ビジョンの方向性と堺市の現状を踏まえて、各年度における代替養育を必要とする子ども数の見込みを算出するとともに、里親等委託率の目標を設定し、社会的養育の体制整備の基本的な考え方と全体像を示し、子どもの最善の利益の実現に向けた取組みを計画的かつ速やかに推進することをめざして策定します。
２．代替養育を必要とする子ども数の見込み
　　　代替養育を必要とする子ども数（表４）は、堺市の児童人口及び社会的養護児童数の実績並びに堺市児童人口の将来推計（表１）を基に算出した「将来推計社会的養護児童数」（表２）から「児童自立支援施設及び児童心理治療施設入所児童数」（表３）を差し引いて見込んでいます。
　（表１）堺市児童人口の推計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）
	
	R2
	R3
	R4
	R5
	R6
	R7
	R8
	R9
	R10
	R11

	児童人口
(0～17歳計)
	130,215
	128,021
	125,748
	123,577
	121,527
	119,031
	116,768
	114,369
	111,980
	109,746


（表２）将来推計社会的養護児童数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）
	
	R2
	R3
	R4
	R5
	R6
	R7
	R8
	R9
	R10
	R11

	社会的養護
子ども数

(0～17歳計)
	354
	352
	349
	347
	345
	342
	340
	338
	335
	333


（表３）児童自立支援施設及び児童心理治療施設入所児童数　　　　　　　　　　　　　　　　（人）
	
	R2
	R3
	R4
	R5
	R6
	R7
	R8
	R9
	R10
	R11

	児童数

(0～17歳計)
	23
	23
	23
	22
	22
	22
	22
	22
	22
	21


（表４）代替養育を必要とする子ども数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）
	
	R2
	R3
	R4
	R5
	R6
	R7
	R8
	R9
	R10
	R11

	児童数

(0～17歳計)
	331
	329
	326
	325
	323
	320
	318
	316
	313
	312

	うち里親委託が必要な数
	187
	185
	183
	183
	182
	180
	179
	178
	176
	175

	うち施設養育が必要な数
	144
	144
	143
	142
	141
	140
	139
	138
	137
	137


上記を踏まえ、国から示された算式に基づき、里親等委託が必要な子ども数を年齢区分別に算出した結果は、表６の通りです。
　（表６）里親等委託が必要な子どもの割合（国から示された算式１及び２を用いた見込み）
	
	0～2歳
	3～5歳
	6～17歳
	全体

	算式１
	63%
	71%
	63%
	約64%

	算式２
	75%
	60%
	52%
	約56%


堺市において、里親等委託が必要な子ども数は、医療的ケアの必要性や行動の問題等の理由から、里親等での養育が困難な子どもや、年長で「家族」に対する拒否感が強い子どもであるなど、留意する必要のある場合に用いる算式２により算出しました。
その結果、表４の通り令和11年度に里親等委託が必要な子ども数は175人、施設での養育が必要な子ども数は137人となり、これが堺市における目指すべき数値となります。
３．里親等への委託の推進に向けた取組み
　　　平成28年度から30年度の里親等委託子ども数は、毎年6人ずつ増加しており、ファミリーホームの増設や、家庭的養育優先原則の実現に向けた取組みにより、今後毎年7人ずつ増加していくものと推定した場合、令和元年度から概ね20年で理想値の175人に到達します。この場合、令和11年度の目標は、里親等委託子ども数が110人、里親等委託率は35.3%となります。
　　　堺市では、この目標を達成するため、委託等に必要な登録里親やファミリーホームの確保、里親委託に同意しない親への働きかけ、未委託里親の活用、民間支援機関の積極的な活用等を推進します。

４．堺市所管の児童養護施設及び乳児院の「小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換に向けた計画」
　　　堺市内の児童養護施設には、本体施設以外に地域小規模児童養護施設1か所、分園型小規模グループケア2か所、乳児棟が1か所あります。ケアニーズの高い子どもの支援は、堺市管轄の児童養護施設が中心になって取り組んでいます。
　　　堺市における社会的養護に関する現状の課題としては、①できる限り良好な家庭環境での養育を目指すためには、市内の地域小規模児童養護施設や分園型小規模グループケアが不足していること　②児童養護施設の子どもの多くは、虐待等の不適切な養育により、トラウマ関連障がいやアタッチメントに関する課題（愛着障がい）を抱えており、ケアニーズが高いこと　③施設等への一時保護委託が増加傾向にあり、受入枠が不足していること　④施設の高機能化及び多機能化として、里親支援機関としての役割や里親との連携等、里親支援機能がより求められていること　⑤施設を退所する年齢となっても、家庭に戻れない子どもに対して、適切な自立支援及びアフターケアを行う必要があること　が挙げられます。
　　　こうした課題に対し、まずは児童養護施設の本体施設の近隣に、地域小規模児童養護施設又は分園型小規模グループケアの設置を促進することとし、表５の通り取組みを進め、できる限り良好な家庭的環境の確保に努めます。
　（表６）施設の小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換に向けた取組み
　　〇平成30年度施設等別子ども数および確保数　　　　　　　　　　　 （単位：人）
	区分
	子ども数
	確保数

	施設
	児童養護(地域・分園)
	21
	22

	
	児童養護(本体)
	261
	290

	
	計
	282
	312

	里親等
	40
	74

	合計
	322
	386



　　〇令和11年度施設等別子ども数および確保数                       （単位：人）
	区分
	子ども数
	確保数

	施設
	児童養護(地域・分園)
	60
	72

	
	児童養護(本体)
	142
	210

	
	計
	202
	282

	里親等
	110
	197

	合計
	312
	479


　　５．今後の取組み
　　　計画期間は令和11年度を終期とし、令和2年度から6年度までを前期、令和7年度から11年度までを後期とします。また、令和6年度末及び各期の中間年を目安として進捗状況の検証結果を踏まえ、必要な場合には計画の見直しを図ります。
巻末資料
社会的養護のもとで生活する子どもへのインタビュー（結果の概要）
■ 目 的 
　国から示された「都道府県社会的養育推進計画の策定要領」において、子どもが権利の主体であるという平成28年改正児童福祉法の理念を念頭に、当事者である子どもや社会的養護の経験者など支援の対象となる者や、里親や児童養護施設などの支援を提供する者の意見が本計画に適切に反映される必要があるとされています。　
また、同法第2条の趣旨から、社会的養護の在り方を検討するにあたり優先的に考慮すべきは子どもの最善の利益でなければならず、子どものニーズを基礎としたものとするよう十分に留意する必要があります。
大阪府においては、計画策定部会に社会的養護の支援者や経験者が参画するとともに、行政や支援者では気づきにくい、当事者だからこそ感じる社会的養護の課題や改善点を把握し、本計画に盛り込み、今後の施策に活かすため、当事者である子どもや社会的養護の経験者に対してインタビューを実施しました。
■ 概 要 
1． 実施方法
　・施設種別ごとに3人程度のグループに分け、26人に対しグループインタビューを実施。
※ 子どもの状態に応じ個別インタビューとした場合もある。
※ インタビュー実施後、意見の表明漏れを防ぐためのアンケート調査を併せて実施。
　・社会的養護の経験者7人に対し、個別にインタビューを実施。（大阪市と共同実施）
2． 対象者
　　児童養護施設（大舎制及び小規模グループケア）、児童心理治療施設、児童自立支援施設、里親、母子生活支援施設で生活している、もしくは過去に生活していた子ども（計33人）
3． 実施期間
　令和元年11月から令和2年1月まで
4． 質問項目
　
	（1）児童相談所改革について
（2）「子どもの声をきこう」という取組みについて
（3）「里親家庭を増やそう」という取組みについて
（4）現在、生活している施設について（小規模化、地域分散化について）
（5）施設を出た後の生活について
（6）そのほか、今、生活していて気になること（学校、友人、職員など）


■結果の概要
（１）児童相談所改革について
	ケースワーカー（CW）について
	会う頻度と要望
	月に2回
毎月
	・よく来てくれているので頻度に関する不満はない。
・こちらから電話してもつながらないことがある。
・土日の電話も対応して欲しい。
・一度に複数で来ないで欲しい。
	・もっと来て欲しい。
・担当が頻繁に交代するのは嫌だ。
・話したい時に限って連絡がつかない。
・約束の時間に来ない。

	
	
	2か月～
数か月に1回
	・子どもの都合に合わせて来て欲しい。
・子どもが来て欲しい時に来て欲しい。
	

	
	
	ほとんど来ない
	・別に会いに来なくても良い。
・ＣＷが来ても何を話せばいいか分からない。
・突然来るのはやめて欲しい。
	

	
	どんなCWがいいか
	性別
	・同性のワーカーの方が話しやすい。
・異性のワーカーの方が話しやすい。

	
	
	話しやすさ
	・話しやすい人。
・子どもから話せなくても、大人から色々話しかけてくれる人。
・どんな話も否定せずに受け止めてくれる人。
・子どもが感情的になっても叱らず冷静に受け止めてくれる人。
・笑顔がない人は話しにくい。
・相槌がわざとらしい人は困る。

	
	
	性格、資質
	・優しい人。
・経験豊富でそれに基づいた具体的なアドバイスをくれる人。
・なるべく会いに来てくれる人。定期的に来てくれる人。


	入所前／入所時の説明について
	安心できたこと
	施設の見学や説明
	・施設の説明は分かりやすかった。
・同じような境遇の子どもがいることを説明された。
・事前に見学できて良かった。
・パンフレットや写真を見せながら説明してもらって良かった。
・絵に描いて説明してくれた。
・見学は無理でも電話で説明してくれた。
・電話で施設の職員から説明を受けた。

	
	
	施設生活への期待
	・早く親から離れたい気持ちが強かったので、施設入所について不安より楽しみの方が強かった。
・きょうだい同じ施設にしてもらえて良かった。

	
	不安だったこと
	説明がなかった
	・施設に関する説明を十分に受けずに施設に来た。入所後徐々に理解した。
・施設の名前も告げられないまま、連れていかれた。

	
	
	友達関係
	・施設入所に伴い転校することが不安だった。
・施設の子ども同士の関係が不安だった。

	
	
	相談／質問できない気持ち
	・どんな施設か不安だったが、CWに十分に不安な気持ちを話したり質問したりできなかった。
・決定事項という雰囲気があり、嫌とは言えない雰囲気だった。

	
	困惑や要望
	あきらめ
	・「自分の行動が入所理由なので仕方ない」というあきらめ。
・これまでの人生で、「自分の希望や意見を言っても無駄だ」と思わされる経験が多すぎた。
・「施設に行きたくない」という気持ちが尊重されていないと感じた。
・不安はあったが、「仕方ない。頑張ろう。」と前向きになろうと思った。

	
	
	不満
	・施設に行く理由について納得いかない部分はあった。
・施設に行きたくないと泣いた。

	
	
	説明とのギャップ
	・説明されて思い描いていたイメージと違った。
・事前に施設見学はしたが、老朽化した建物や集団生活がショックだった。


	一時保護について
	生活の質
	満足
	・職員がやさしかった。
・よく意見や話を聴いてくれた。
・部屋や建物がきれいだった。
・活動などがとても楽しかった。
・子どもの年齢関係なく楽しく過ごせた。
・ごはんが美味しかった。

	
	
	不満
	ルールへの不満
	・食事中の私語禁止。
・個別対応は他の子と自由には話せず寂しかった。
・距離感をつかむことが難しかった。
・職員が厳しかった。
・自由には外出できないことがストレスだった。
・時間のルールが厳しく自由な時間がなかった。

	
	
	
	生活の質
	・やることがなくて時間が長く感じた。
・漫画などの種類が少ないので退屈だった。
・ずっと見張られて生活している感じが嫌だった。
・楽しくなかった。

	
	
	
	一時保護の
タイミング
	・修学旅行の前日に一時保護されて行けなかった。時期やタイミングに配慮して欲しい。

	
	
	
	子ども同士の関係
	・ストレスの高さが子ども間のトラブルにつながっている気がした。
・子ども同士の告げ口の応酬が多かった。


（２）「子どもの声をきこう」という取組みについて
	施設の職員／養育者について
	満足
	・よく話を聴いてくれる。
・困っていることを相談できる。具体的な解決方法やアドバイスをくれる。
・個室で話を聴いてくれるのが嬉しい。
・日頃から気にして声をかけてくれているのが分かる。
・子ども同士でトラブルの時も、職員が間に入って解決してくれる。

	
	不満・要望

	要望が実現しない不満

	・言っても聞き入れてもらえない。
・「〇〇（他の職員）に話しておくね」と言われるだけで、何も変わらない。
・言っても聞いてもらえないので、あまり期待していない。

	
	
	職員／養育者、
話の聴き方や姿勢
	・職員によって言うことや厳しさに差があるので、統一して欲しい。
・自分の意見を最後まで聴いてもらえない。

	子どもの意見聴取方法の現状と満足
	アンケート
	・「子ども同士のいじめはないか」というアンケートは定期的にあるが、もっと「どうして欲しいか」という施設生活への要望に関するアンケートをして欲しい。

	
	意見箱
	・第三者が意見を聞きに来てくれた方が良い。

	
	子ども会
	・みんなの前で意見を発表しなくてはいけないので、意見を言えない／言わない。
・匿名で、あるいは個別で話を聴いてくれる仕組みが必要。


	子どもの意見が生活等に反映された経験
	・お小遣いが増えた。
・ゲームを買ってもらえた。
・ごはんが温かくなった。
・おやつは現物ではなく、好きなものが買えるようお金でもらえるようにしてもらった。


（３）「里親家庭を増やそう」という取組みについて
	里親養育についてどう思うか
	肯定的
	里親は増えた方が良い
	・子どもには家庭が必要だと思う。
・週末里親も増えて欲しい。
・選べるなら自分も里親のところに行きたいと思うから。
・里親のところにいたときのいい思い出しかないから。
・「何がしたい？」「何がいい？」と訊いてくれて、一緒に決められることがうれしかった。
・色んなところに遊びに連れて行ってくれるから。

	
	
	里親か施設か
選べるなら里親に行きたい
	・家族／家庭みたいなところで過ごしたい。
・施設はルール厳しいけど、里親は自由そう。
・里親は集団生活ではないので、ストレスが少ないと思う。
・子どもが少ない分、子どもの意見を尊重してくれそう。
・大人の目が行き届くので、子ども同士のトラブルは少なそう。

	
	どちらともいえない
	実親への思い
	・実親がいるから、里親はいらない。
・実親が好きだと思う子どもに里親はいらない。

	
	
	里親の人柄等による
	・おもしろい人
・受け入れてくれる人
・優しい人
・話しやすい人
・見捨てない人
・途中でやめない人
・すぐに怒らない人
・甘やかすだけではなく、怒るときはちゃんと怒ってくれる人
・料理上手な人
・子どものことを一生懸命考えてくれる人
・子ども好きな人
・経済的余裕のある人
・主夫／主婦が良い。
・共働きでもいいけど、学校から帰る時間には家にいて「おかえり」と言って欲しい。
・恩着せがましい人はダメ。
・「面倒みてやっている」と言ってしまう人はダメ。
・明るい人。親と離れて暗い気持ちになっているので、明るく接して欲しい。
・里親の年齢は重要。自分の親と同じくらいの年齢。
（理由）話があわない、遊びに連れて行ってもらえない、
途中で亡くなって悲しかった
・タバコを吸う里親は嫌。
・里親に向いていない人もいるから単純に増やすのは危険。

	
	
	里親と施設両方が必要
	・平日は施設で過ごして、週末だけ里親でも良い。
・施設は自分に合う職員を選べるから、短期なら里親、長期なら施設がいいと思う。


	
	里親か施設か選べたら
施設を選ぶ
	・里親だと距離が近すぎて、相談しづらいイメージがある。
・名字が違うから学校でいじめられそう。
・里親は他人だから気まずい。
・施設の方が同じ境遇の子どもたちがいるので、相談できたりして心強いと思う。
・里親は「合う。合わない。」がありそう。


（４）現在、生活している施設について（小規模化、地域分散化について）
	施設の小規模化
	賛成
	子ども間の
トラブルの回避
	・人数が少ない方が、温かい家庭の雰囲気になりそう。
・年齢は関係なく子どもの人数は少ない方が良い。
・子どもの人数が多いとケンカやいじめが増える。
・子どもの人数が少ない方が、自分の意見が言いやすい。
・大人の目が行き届かないと悪いことをする子どもが多くなるから小規模が良い。
・職員が減って閉鎖的になる分、定期的に子どもの声を聴く仕組みが必要だと思う。
・静かに暮らしたいから小規模化には賛成。

	
	
	柔軟な生活が可能
	・人数が多いとルールが増えるなど不便が多い。
・生活しやすくなる、おでかけしやすくなる。

	
	条件次第
	プライバシーの確保
	・4人部屋をなくして、せめて2人にしてほしい。
・小さい子と一緒になるのは嫌。
・基本、大人と子どもは1対1が良い。

	
	
	子どもの年齢構成次第
	・メンバーによる。子ども同士の関係が悪いと小規模の意味がない。
・同じくらいの年齢構成なら良い。
・年齢にばらつきがある方が良い。小さい子を世話するのが好き。
・同じ年の子が多いと比べられるので、年齢はバラバラが良い。
・同じ年の子が多いと学校の参観日や個人懇談の時に大変だから、年齢や学年はバラバラが良い。

	
	
	職員による
	・若い職員とベテラン職員のバランスは大切。
・料理が上手な職員。

	
	反対
	・大きい施設と小さい施設、両方が必要だと思う。
・小さい施設が増えすぎると、施設で受け入れてもらえる枠が減って、入れなくなる子どもが出てきそうで心配。

	地域分散化
	賛成
	地域との関係
	・施設に対する地域の見方が変わると思う。「施設だから」と地域や学校で馬鹿にされたことがある。
・施設らしくなくなることは良いことだと思う。外から施設と分からない生活は良い。
・地域の人々と会えるのは良い経験になると思う。
・友達を家に呼べるようになる。

	
	
	生活の質の向上
	・ひとりで入浴できる。
・冷蔵庫を自由にあけることができる。
・お出かけも自由で柔軟な生活ができる。
・静かに暮らせる。
・楽しそう。
・家事はしやすくなる。子どもが家事をする時間が増えるのは、将来のために良いと思う。

	
	条件次第
	・学校に近いなら良い。
・駅の近くなら良い。
・友達の家の近くなら良い。
・関係性や年齢構成を含め、子どものメンバーによる。
・家の前に置く車や自転車の台数の多さで「この家どうしたの？」と地域から思われるため、工夫や配慮が必要。

	
	反対
	・ルールがゆるくなったら、子どもがわがままになってケンカが増えそう。
・地域でいじめられやすくなりそう。


（５）「施設を出た後の生活」について
	高校／大学に行きたい
	高校や大学に行きたい
理由・目的など
	・「高校に行くのは義務に近い」と職員から言われている。
・安定した仕事に就きたいから大学に行きたい。
・大学に行きたいけど、施設の先輩が皆就職しているから言いづらい。
・いろんな資格をとりたい。就職の選択肢を増やしたい。
・資格がとれる専門学校に行きたい。
・楽しく過ごしたい、遊びたい。

	
	大学進学にあたっての不安
	・大学に行きたいけど、周囲に応援してもらえない。
・学費など経済面の不安がある。

	親・家族についての不安
	・親の体調が心配。
・自分より年齢の小さいきょうだいの世話や進学などが心配。
・親と一緒に暮らせるかどうか心配、親と住みたいが、問題を解決して欲しい。
・親と仲良く暮らせるか心配。
・親にお金を全部使われてしまわないか心配。
・親が経済的も精神的にも頼りにならない。でも、一緒に住みたい気持ちはある。

	施設退所後の生活への期待
	・早く施設を出てペットを飼いたい。
・シェアハウスをしてみたい。

	経済的な問題に関する不安
	・金銭管理が不安。
・貯金や銀行のこと（口座の作り方など）保険や年金について教えて欲しい。
・生活に十分な収入を得られるか不安。

	将来、就きたい仕事
	・警察官
・漫画家
・身体を動かす仕事
・トリマーなど動物関係の仕事
・ペットショップの店員
・調理師など料理関係の仕事
・美容師
・作業療法士
・保育士
・介護福祉士
・制服を着なくてもいい仕事
・NASA
・人に喜んでもらえる仕事
・陸上選手
・漁師


	相談相手がいない不安
	・相談相手が身近にいなくなるという不安。
・寂しい。
・漠然と怖い。
・出た後も家庭訪問や家事支援に来て欲しい。
・就職のとき、施設入所歴は不利にならないか心配。

	施設の人間関係の継続
	施設の友だちとの関係
	・転校するのが嫌。

	
	施設の職員との関係
	・施設を出た後も、施設の近くに住みたい。


	生活への不安
	学校生活への不安
	・勉強についていけるかが不安。
・学校で友達関係を上手につくれるか不安。
・昔の地元の友達に会ったときに、入所していたことをどう説明するか。

	
	自分のコントロール
	・施設を出たら、勉強しなさいと言ってくれる職員がいないから心配。
・昼夜逆転しないか心配。
・好きなものばかり食べて栄養が偏りそう。
・悪い友達に流されないか、入所前と同じ悪いことをしてしまわないか心配。

	
	家事スキルに関する不安
	・家事全般が自分でできるか不安。
・料理、食事の準備、部屋の掃除が苦手。

	
	社会常識や社会スキル
	・自分がご近所トラブルを起こしてしまわないか不安。
・電車の乗り方、毎日通勤できるか不安。


（６）その他
	学校について
	施設に対する偏見
	・子ども同士の人間関係がしんどい。
・「施設の子」と見られたくなくて、学校では気を遣っている。

	
	教員にお願いしたい配慮
	・大事な書類の印鑑が施設長の名字なので、提出するときに気を遣う。
・学校の保護者懇談に、実親と職員が一緒に来るのをやめてもらいたい。
・教員が褒めてくれたりして関係が良いと、その教科は頑張れる。

	職員について
	職員への満足と感謝
	・とても優しい人ばかり。
・優しい職員も厳しい職員も両方必要。

	
	子どもへの関わりの向上
	・高校の数学Ｂや数Ⅲなど、難しい勉強を教えることのできる職員が必要。
・子ども同士のトラブルのとき、年上の子どもを我慢させる傾向にある。

	里親との関係
	・バイト先に提出する書類に、親子関係を記載する欄があって困った。
・名字のことや書類のことを、里親に直接質問するのは気まずい。
・高校で提出する書類で、里親と自分の名字が違うことを友達に見られたくない。
・住んでいる家の表札と自分の名字が違うので、友達を家に呼ぶときにいつもごまかしている。
・一時保護委託の子が来たときに、友達に関係を説明できない。



　　　　　　　　　 福祉部　子ども室　家庭支援課　令和2年3月発行
　　　　　　　　　　       〒540-8570　大阪市中央区大手前2丁目
　　　　　　　　　　     ℡ 06 (6944) 6318　／　ファックス 06 (6944) 6680

                         URL  http://www.pref.osaka.lg.jp/     
＜本計画における「社会的養護」と「社会的養育」の使い分けについて＞


〇社会的養護：保護者のない子どもや、保護者に監護させることが適当でない子どもを、公的責任で社会的に養育し、保護するとともに、養育に大きな困難を抱える家庭への支援を行うことを指します。（社会的養護のうち、保護者と分離している場合を特に「代替養育」と呼びます。）


〇社会的養育：社会が子どもの養育に対して保護者とともに責任を持つという考え方に基づき、全ての子どもを対象として支援を行う考え方を表したものであり、「社会的養護」のみならず、市町村が行う地域における子育て支援施策全般を含みます。





｢新しい社会的養育ビジョン｣(H29.8)


・市町村におけるソーシャルワーク体制の構築と支援メニューの充実


・在宅での社会的養育としての支援の構築


・代替養育は家庭での養育を原則とし、「


できる限り良好な家庭的な養育環境」は


高度に専門的な治療的ケアが一時的に必


要な場合に個別対応を基盤として提供


・里親制度に関する包括的業務の強化とフォスタリング機関事業の創設


・永続的解決をめざしたソーシャルワークの徹底





第二次大阪府社会的養護体制整備計画


(H27～31年度)








都道府県社会的養育推進計画


(R2～R11年度)


※R2～R6年度とR7～R11年度


の各期に区分








後継計画





各施設の計画








調整





第三次大阪府社会的養育体制整備計画


 (R2～R６年度)


※都道府県社会的養育推進計画の前期の取組み方針や、R11までの代替養育を必要とする子ども数の見込み、里親等及び施設の受入れ体制の整備計画を含む。





｢都道府県社会的養育推進計画の策定要領｣(H30.7)


・社会的養育の体制整備の基本的考え方


・子どもの権利擁護


・市町村の子ども家庭支援体制の構築


・代替養育を必要とする子ども数の見込み


・里親等への委託の推進


・パーマネンシー保障としての特別養子縁組等の推進のための支援体制の構築


・施設の小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換


・一時保護改革


・社会的養護自立支援の推進


・児童相談所の強化





大阪府子ども総合計画


(H27～R6年度)











社会的養育体制の推進











【要約】�
�









子ども・子育て支援法


・国の｢基本指針｣に即して都道府県計画を策定する。


・計画には、保護を要する子どもの養育環境の整備（略）その他の子どもに関する専門的な知識及び技術を要する支援に関する施策の実施に関する事項を定める。





次世代育成支援対策推進法


・国の｢行動計画策定指針｣を踏まえ、都道府県計画を策定する。


・計画には、保護を要する子どもの養育環境の整備に関する事項を定める。





計画最終年度までに目指す目標値等を整理





「都道府県社会的養育推進計画の策定要領」に基づき令和11年度までの


・代替養育を必要とする子ども数の見込み


・確保をめざす里親家庭数と、その数で委託可能な児童数、委託率


・施設等の小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換に向けた取組みと定数


　を盛り込む








前期計画


(令和2～令和6年度)


第三次大阪府社会的養育体制


整備計画








後期計画


(令和7～令和11年度)


第四次大阪府社会的養育体制


整備計画（仮）








都道府県社会的養育推進計画（令和2～令和11年度）























〇「都道府県社会的養育推進計画の策定要領」に示された、以下の項目を含む社会的養育全般の5年間の計画


・社会的養育の体制整備の基本的考え方


・子どもの権利擁護


・市町村の子ども家庭支援体制の構築


・里親等への委託の推進


・パーマネンシー保障としての特別養子縁組等の推進のための支援体制の構築


・施設の小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換


・一時保護改革


・社会的養護自立支援の推進


・児童相談所の強化




















将来の姿





本計画においては、大阪府がめざす社会的養育体制の将来の目標を明らかにし、その実現に向けた令和11年度までの代替養育を必要とする子ども数の見込みと、里親等及び施設の受入れ体制の整備計画を定めます。また、国の要領に示された項目について、現状と課題を踏まえ、令和6年度までの取組み方針として整理しています。





（件）





里親等委託の状況





（人・家庭）





（年度）





＜基本理念＞


あらゆる子どもが権利の主体として尊重され、社会的養育におけるすべての主体が「子どもの最善の利益」を追求することで、子どもがぬくもりの中で育ち、自立できる社会の実現





【「第三次大阪府社会的養育体制整備計画」とSDGsの関係の整理】


「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals 略称SDGs）」は、2015年9月の国連サミットにおいて採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」で設定された、2030年を年限とする国際目標であり、誰一人取り残さない持続可能社会の実現のため、17の目標、169のターゲットが定められています。大阪府では、2025年大阪・関西万博の開催都市として、世界の先頭に立ってSDGsに貢献する「SDGs先進都市」をめざして取組みを進めています。「誰一人取り残さないこと」というSDGsの理念は、社会的養育の理念と合致するため、本計画においても、今後、この趣旨を踏まえて取り組んでいきます。








小規模かつ地域


分散化





里親支援機関（A型）





連携





・・





〇関係機関との連携


〇生活支援


〇子育て支援


〇心理的支援


〇アフターケア








（子ども家庭センター管内の里親支援）





本体施設





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敷地外








○一時保護、措置（里親委託、施設入所、在宅指導等）　○これらにつながる相談、指導、診断等　 


○市町村援助（市町村相互の連絡調整、情報提供等必要な援助）　等





子ども家庭センター（一時保護所）





○児童、保護者等からの養育困難な状況や虐待等に関する相談　　○生活状況や実態把握等を行うための家庭訪問等


○通所、訪問等による継続的なソーシャルワークやカウンセリング等


○通所又は訪問型の在宅支援サービス　　○措置解除後の児童等が安定して生活していくための継続的な支援





養育支援訪問事業





子育て短期支援事業





子ども家庭総合支援拠点





○妊娠期から子育て期にわたる総合的相談や支援をワンストップで実施





・・・





一時預かり事業





1歳6か月・3歳児健診





利用者支援事業





地域子育て支援拠点事業





乳児家庭全戸訪問事業





里親支援機関（Ｂ型）





（地域単位の里親支援）








要保護児童対策


地域協議会





ハイリスク


・アプローチ











子どもの自立までを見据えた支援





　　　　当事者である子どもの権利擁護





できる限り良好な家庭的環境





在宅支援や特定妊婦の支援





里親支援





一時保護の受入れ





小規模グループケア





小規模グループケア





地域小規模児童養護施設





分園型小規模グループケア





分園型小規模グループケア








地域小規模児童養護施設





高機能化





多機能化


機能転換





家庭における養育環境と同様の養育環境





母子生活支援施設








多様なニーズに応じた、母と子ども双方への支援
































家庭での養育が困難な子ども及び年長で今までの経緯より


家庭的な生活をすることに拒否的になっている子ども





代替養育を必要とする子ども





特定妊婦や支援を要する母子





市町村





都道府県





ポピュレーション


・アプローチ





子育て世代包括支援センター





大阪府における社会的養育体制の全体像





＜大阪府の代替養育を必要とする子どもの見込み数＞





※グループホーム…地域小規模児童養護施設及び分園型小規模グループケアのこと








児童憲章（全文）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和二十六年五月五日）





われらは、日本国憲法の精神にしたがい、児童に対する正しい観念を確立し、すべての児童の幸福をはかるために、この憲章を定める。


児童は、人として尊ばれる。


児童は、社会の一員として重んぜられる。


児童は、よい環境のなかで育てられる。





一　すべての児童は、心身ともに健やかにうまれ、育てられ、その生活を保障される。


二　すべての児童は、家庭で、正しい愛情と知識と技術をもって育てられ、


　　 家庭に恵まれない児童には、これにかわる環境が与えられる。


三　すべての児童は、適当な栄養と住居と被服が与えられ、また、疾病と災害からまもられる。


四　すべての児童は、個性と能力に応じて教育され、社会の一員としての責任を自主的に果たすように、みちびかれる。


五　すべての児童は、自然を愛し、科学と芸術を尊ぶように、みちびかれ、また、道徳的心情がつちかわれる。


六　すべての児童は、就学のみちを確保され、また、十分に整った教育の施設を用意される。


七　すべての児童は、職業指導を受ける機会が与えられる。


八　すべての児童は、その労働において、心身の発育が阻害されず、教育を受ける機会が失われず、


　　 また、児童としての生活がさまたげられないように、十分に保護される。


九　すべての児童は、よい遊び場と文化財を用意され、わるい環境からまもられる。


十　すべての児童は、虐待・酷使・放任その他不当な取扱からまもられる。


　　 あやまちをおかした児童は、適切に保護指導される。


十一　すべての児童は、身体が不自由な場合、または精神の機能が不充分な場合に、適切な治療と教育と保護が与えられる。


十二　すべての児童は、愛とまことによって結ばれ、よい国民として人類の平和と文化に貢献するように、みちびかれる。











